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これからはこの子が活躍する時代なんです！
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1/13(日) 27(日)
生産者直売会（毎月 第2、第4 日曜日は「生産者直売会」です）

（10：00～16：00）

（10：00～16：00）

1/19(土)～20(日)
・

フリーマーケット
（毎月 第3 日曜日および前日の土曜日は
「フリーマーケット」です）

営 業 時 間 お 知 ら せ

■ 物産館

平　日 11:00～17:00
土日祝 11:00～20:00

※ 年中無休
※ 年中無休9:00～20:00

■ 温泉ʢ��݄ �೔ΑΓԹઘのӦ業時ؒ が変わΓましたʣ 12月12日（水）「近代造船発祥の地・国旗
日の丸のふるさと」を垂水市から情報発
信するために当道の駅交流広場に記念碑
が建立されました。歴史・文化を垂水市
の財産として後世に伝えたいという願いが
こめられています。ぜひ見に来てください。
皆様のお越しをお待ちしております。

■ レストラン (オーダーストップ16:00)
(オーダーストップ19:00) ㆏の㚞

㬛㭇㬻㬖 湯㬟⿷㭆㙚
〒899-4632 鹿児島県垂水市牛根麓1038-1
TEL 0994-34-2237
http://eki-tarumizu.com/

FAX 0994-34-2238

平日
現状

13:00～21:00
（20:00受付終了）

16:00～21:00
（20:00受付終了）

10:00～21:00

10:00～日没
毎週水曜日

変更なし
変更なし
変更なし

（20:00受付終了）

12月1日から

足湯

土日祝
休館日

1月の

イベント情報

道の駅たるみず

『湯っ足り館』

■

■

本年もどうぞよろしくお願い致します本年もどうぞよろしくお願い致します
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垂水市役所本庁舎屋上に設置

されている太陽光発電の試験

パネルと桜島の様子。垂水市

は火山灰が降るまち。でもそ

んな環境でもメガソーラープ

ロジェクトができちゃうんで

す。特集をぜひご覧ください。

今月は、垂水市初となるメガソーラープロジェク
トのお話を 7 ページにわたって掲載しております。
新しい垂水市の取組をぜひご覧ください。

◎   1 月 17 日（木）   13:00 ～ 14:00
◎   2 月 15 日（金）   13:00 ～ 14:00

NEWS

サンタに会えるかもバージョン

今月
表紙

お知
らせ

１階
市長

月に１回、本庁舎正面玄関フロアにおいて、「１階市長
席」を設け、市長が市民の皆様からのご意見などを伺っ
ております。（公務のため、やむを得ず日程変更や副市
長が対応する場合がございます。）

広報 12 月号の「お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼン
ト」のコーナで、ご紹介しておりました「森伊蔵（1.8ℓ）」
は、30 名様から「お便り＆プレゼントご希望」をいただ
きました。ありがとうございました。
厳選なる抽選の結果、１名の方が当選されましたので、お
知らせいたします。当選結果の発表につきましては、ご本
人への電話又は発送をもってかえさせていただきます。な
お他のプレゼントも同様に、抽選により当選者を決定し、
発送をもって発表にかえさせていただいております。

抽選は毎月１回、市長など関係職員により行われております→

��

－

��
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
継
続
」
と
「
挑
戦
」
を
実
践
し
、

本
年
１
月
で
就
任
丸
二
年
と
な
り

ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

市
政
の
舵
取
り
を
担
う
事
が
出
来

て
お
り
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
平
成
24
年
は
、「
挑
戦
」
に

重
き
を
置
き
、
三
つ
の
政
策
の
柱

を
掲
げ
、
元
気
な
垂
水
の
情
報
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
政
策
は
「
安
心
・
安

全
な
垂
水
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

大
震
災
以
来
、
よ
り
一
層
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
、
24
年
振

り
に
「
鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
」

が
垂
水
市
で
実
施
さ
れ
、
加
え
て

例
年
以
上
の
訓
練
・
対
策
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
そ
の

も
の
を
防
ぐ
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

「
ま
ず
は
避
難
」
そ
の
事
を
求
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
つ

目
の
政
策
は
、「
一
次
産
業
の
６
次

産
業
化
と
観
光
振
興
」
で
す
。
豊

富
な
一
次
産
業
の
宝
に
付
加
価
値

を
加
え
、
新
た
な
販
路
を
求
め
て

い
く
事
が
必
要
で
す
。
国
内
は
少

子
高
齢
化
に
伴
い
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
人

口
は
70
億
人
を
突
破
し
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
90
億
人
を
超
え
て
い
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
昨

年
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、

垂
水
市
漁
協
の
カ
ン
パ
チ
「
海
の

桜
勘
」
を
ベ
ト
ナ
ム
や
香
港
・
マ

カ
オ
で
、
牛
根
漁
協
の
ブ
リ
「
ぶ

り
大
将
」
を
ア
メ
リ
カ
で
ア
ピ
ー

ル
し
、
予
想
以
上
の
反
響
と
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後
更
な

る
ル
ー
ト
開
拓
に
よ
り
、
水
産
以

外
も
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
市

場
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
観
光
振
興
は
、
三

つ
の
観
光
拠
点
の
整
備
を
充
実
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
北
で

は
「
道
の
駅
た
る
み
ず
」
を
拠
点

と
し
た
「
牛
根
埋
没
鳥
居
」、「
宇

喜
多
秀
家
潜
居
跡
地
」、「
国
旗
・

日
の
丸
の
ふ
る
さ
と
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
な
ど
の
観
光
資
源
の
活
用
。

中
央
で
は
、
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
で

大
盛
況
な
「
猿
ヶ
城
渓
谷
・
森
の

駅
た
る
み
ず
」
と
秋
の
名
所
「
垂

水
千
本
イ
チ
ョ
ウ
」
を
拠
点
と
し
、

「
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
温
泉

の
活
用
」、「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」
に

よ
る
交
流
人
口
増
加
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
南
で
は
、「
宮
脇

公
園
」
と
「
垂
水
南
中
学
校
跡
地
」

を
拠
点
と
し
、
整
備
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
各
拠
点
を
魅
力
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
と
す
る
事
で
、
点
か

ら
線
へ
。
日
帰
り
か
ら
宿
泊
で
き

る
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
三
つ
目
の
政
策
は
「
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
包
括
的
取
り
組
み
」

で
す
。
多
く
の
方
が
、
出
来
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
暮
ら

し
続
け
た
い
と
希
望
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。「
在
宅
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
な
が
ら
包
括
支
援
の
体
制
づ

く
り
の
強
化
や
、
子
育
て
支
援
・

教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
「
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
元
気

な
垂
水
づ
く
り
」
の
先
頭
に
立
っ

て
走
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
」
の
精
神

で
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年頭のご  あいさつ

行政　Administration

加速する想いと可能性
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

際
的
に
は
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
最
多
の

38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い

う
日
本
選
手
の
大
活
躍
が
あ
り
ま

し
た
。
様
々
な
葛
藤
の
中
で
培
っ

た
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

獲
得
さ
れ
た
メ
ダ
ル
だ
と
思
い
ま

す
。
選
手
の
皆
様
に
心
よ
り
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
で
、
被
災
さ
れ
て
仮

住
ま
い
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
く
、

未
だ
に
２
８
０
０
名
を
超
え
る
行

方
不
明
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
が
心
の
安
寧
を
取
り
戻
し
、

１
日
で
も
早
い
終
息
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
政
に
お
い
て
は
、
国

債
発
行
額
等
の
財
政
問
題
、
尖
閣

諸
島
や
竹
島
に
み
る
領
土
問
題
に

起
因
す
る
外
交
問
題
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
課
題
が
山
積
し
、
そ
の
解
決

策
も
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
の
瀬
に
実

施
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て

は
、
国
民
の
強
い
不
信
感
を
払
拭

で
き
ず
与
党
民
主
党
が
大
敗
を
喫

し
、
自
民
党
を
中
心
と
し
た
政
府
・

与
党
体
制
に
代
わ
り
、
民
主
党
政

権
か
ら
、
そ
の
舵
取
り
を
委
ね
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
諸
施
策
や
外
交
問
題
等
、

山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
は
、
継

続
性
の
あ
る
安
定
し
た
政
権
で
、

国
民
目
線
で
の
政
治
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
の
た
め

の
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
強
く

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
１
３
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
私
達
を
取
り
巻
く

状
況
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
１
年

が
市
民
の
皆
さ
ま
総
て
が
、
安
心
・

安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
、
ま
た
、

個
々
の
諸
問
題
が
少
し
で
も
解
消

に
向
け
て
前
進
す
る
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
が
見
え

ず
混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
、

市
政
の
主
人
公
で
あ
る
市
民
の
皆

様
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
べ

く
首
長
と
共
に
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
議
会
の
役
割
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
参

り
ま
す
。

　

議
会
の
更
な
る
活
性
化
と
、
よ

り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
の
新

し
い
発
想
に
基
づ
い
た
議
会
の
あ

り
方
や
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
す
た

め
、
本
年
３
月
に
は
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
、
地
方
議
会
議
員
と

し
て
の
規
範
を
あ
ら
た
め
て
定
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
制
定
後
は
、

更
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

し
て
市
内
各
所
へ
赴
き
、
地
域
の

皆
さ
ま
へ
「
本
市
計
画
の
状
況
」・

「
議
会
の
動
向
」
等
に
つ
い
て
議
会

報
告
会
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
明
る
く
元
気
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
邁
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
想
い
を

最
優
先
に
、
執
行
部
と
の
連
携
を

保
ち
な
が
ら
皆
様
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
重
要
な
責
務
を
果
た

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年頭のご  あいさつ

Assembly　議会

地方分権から地域主権へ
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①クーポンは、鹿児島ミッテ 10でのみ利用可能です。
②自動発券機（KINEZO）では、該当割引料金を選択し、料金をお支払
　いください。クーポンは、入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
③ここでご紹介している以外の作品にもご利用いただけます。
③一部、特別興行にはご利用できません。

①一般／ 1,800 円　②大学生／ 1,500 円
③高校生・中学生・小人・シニア／ 1,000 円
※小人：3歳以上　※シニア：60歳以上
※ 3D作品は +300 円
鹿児島ミッテ 10　☎ 099-812-6662

→自動発券機

鹿児島ミッテ10
シネマクーポン

※本券は入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

H25.1.1　   ～ H25.3.31༗ޮ ظؒ

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）

鹿児島ミッテ10
シネマクーポン

※本券は入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

H25.1.1　   ～ H25.3.31༗ޮ ظؒ

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）

鹿児島ミッテ10
シネマクーポン

※本券は入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

H25.1.1　   ～ H25.3.31༗ޮ ظؒ

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）

鹿児島ミッテ 10　広報たるみず
広報たるみずでは、読者の新たな世界観創出と広報
誌の新たな付加価値を模索し、平成 23 年５月から
鹿児島ミッテ 10 の御協力のもと、県内広報誌初の
シネマクーポン付きコンテンツを展開しています。

新作映画紹介
／シネマシネ

マ

火 日 火 日 火 日

ө画ؗ でຯわ͑ るɺө画が࢝ まるલのあのυ
ΩυΩײʂ

さあɺө画をݟ
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垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

明
日
の
子
育
て
を
考
え
る

子
育
て
意
見
交
換
会
in
子
育
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

１

保健福祉課
児童障害者係
☎内線 124・127

垂
水
市
は
平
成
��
年
度
の

施
政
方
針
と
し
て
「
子

育
て
支
援
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
が

十
分
に
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
垂
水
市
で
は
、

平
成
��
年
��
月
に
開
設
し
た「
子

育
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

利
用
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の

方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
��
月

��
日
（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、「
今

必
要
な
子
育
て
支
援
策
」を
テ
ー

マ
に
、
事
前
に
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
��
の

要
望
・
意
見
に
つ
い
て
、保
護
者
、

尾
脇
市
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
��
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
一
つ
一

つ
の
要
望
・
意
見
に
つ
い
て
、

市
長
や
担
当
課
長
が
、「
実
現
可

能
」
や
「
現
状
と
し
て
は
困
難
」

な
ど
説
明
し
な
が
ら
、
今
後
の

子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
考
え

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

垂
水
市
で
は
、
今
回
の
意
見
交

換
会
の
内
容
を
も
と
に
、
今
後

の
子
育
て
支
援
を
よ
り
強
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

センターは、パソコン学習などを行う「垂水市情報センターキララメッセ（図書館横）」の１階に開設されています。現在は、垂水市情報センターと併
用して施設を運用していることから、月曜日以外は、開設時間が 13 時までとなっています（左下参照）。これらの現状などを踏まえ、開設時間などに
ついても、要望・意見をいただいています。参加された皆様、貴重なお時間をありがとうございました。

中央）子育て支援について想いを語る尾脇市長

data
垂水市子育て相談支援センター
☎0994-31-3052
［火曜日～金曜日］10:00 ～ 13:00
［月曜日］10:00 ～ 12:00 ・13:00 ～ 16:00
http://www.city.tarumizu.lg.jp/
kosodate_center/index.htm

　　　
�
ҙަݟ 会の֓׵ ཁ

■開催　11 月 27 日（火）

■場所　子育て相談支援センター

■参加者　26 名／保護者 14 名、垂

水市（市長・保健福祉課長他）4 名、

垂水市社会福祉協議会 4 名、セン

ター相談員 2 名、ボランティア２名

■主な要望・意見

①センターの終日利用、夏休み等の

　長期休暇期間中の利用について

②離乳食づくりや各種講座の開催

③母親学級、イベントの開催

④中央病院での小児科、産科の開設

⑤インフルエンザ他の予防接種助成

⑥乳幼児等医療費の完全無料化

■主な結論

　要望の多かった「子育て相談支援

センターの終日、長期休暇期間中の

利用」については、庁内検討委員会

で結論を出すとしたほか、「インフ

ルエンザの予防接種への助成」と「保

育料の軽減」を検討することとなり

ました。

CHECK

7 Tarumizu  City  Public  Relations



広告規格１枠（横 85mm ×縦 110mm）18,400 円～ / 平成 24 年度広告代理店　垂水中央印刷　☎ 0994-32-0315/ 主管課　総務課秘書広報係　☎内線 221・271 広告

৽ళฮ৽ళฮ
Ҡస͠ ·͠ ͨ

に

 

新住所 垂水市下宮町5番地
TEL・FAX 0994(32)7066

ﾛｰﾀﾘｰ 
国
道
二
二
〇
号
線 

垂
水
中
央
病
院 

大隅葬儀社 

旧店舗 

৽ళฮ 

旧ﾌｪﾘｰ乗場 垂水市役所  

新ﾌｪﾘｰ乗場 

海
岸
公
園 

鹿屋 

垂水会館 

川辺直送仏壇・仏具・神具・

忌明品各種ギフト
仏壇の鶴商

記念品各種カタログギフト取り扱っています

（1泊 2食付）

天然かけ流し展望温泉 垂水温泉・美人の湯
垂水ベイサイドホテルアザレア

垂水市錦江町 1-194 TEL　0994-32-9195FAX　0994-32-0915

謹賀新年
本年もよろしくお願い致します。

謹賀新年謹賀新年

春の湯治プラン
（1泊 2食付）

春の湯治プラン春の湯治プラン�
���ԁ春の湯治プラン�
���ԁ春の湯治プラン�
���ԁ
（1泊 食付）

■ご宿泊の 3日前までにご予約ください。
■代金は当日払いとなります。
■土・祝日前は 1,500 円アップになります。
■２名様以上からのご予約となります。

8������� ใͨΔΈͣ޿



垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

ひ
と
涼
み
ア
ワ
ー
ド

受
賞
し
ま
し
た
！

３

総務課
秘書広報係
☎内線 271・221

森
の
駅
た
る
み
ず

選
べ
る
４
つ
の
冬
鍋

２

商工観光課
観光推進係
☎内線 249・266

தౡඒࢠܙさΜのʮඒ౬ಲುʯ／垂水市
産極上豚肉「美湯豚」を味わう逸品。

ϗςϧアβϨアʮد੮ುʯ／ずわい蟹な
どの海鮮類や垂水産の野菜を味わう逸品。

༸ؗߐ ʮ࿡നしΌͿʯ／鹿児島県産純粋
黒豚「六白」と野菜をいただく逸品。

冬
と
言
え
ば
、
鍋
の
季
節
。

家
族
や
仲
間
と
鍋
を
囲

む
の
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。猿
ヶ

城
渓
谷
・
森
の
駅
た
る
み
ず
で

は
、
温
か
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
地
元
垂
水

市
の
お
食
事
処
と
提
携
し
、「
選

べ
る
４
つ
の
冬
鍋
（
２
人
前

３
千
円
～
）」
を
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。
垂
水
市
特
産
の
食
材

か
ら
県
を
代
表
す
る
食
材
ま
で
、

お
好
み
で
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
。
大
事
な
人
と
渓
谷
の
清
流

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
身
も
心

も
温
か
く
な
る
時
間
を
過
ご
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

垂
水
市
は
こ
の
度
、「
ひ

と
涼
み
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
２
・
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
い
た
。

こ
の
賞
は
、「
熱
中
症
に
な
る
人

を
一
人
で
も
減
ら
そ
う
」
と
全

国
展
開
さ
れ
て
い
る
「
熱
中
症

予
防
声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
る
も
の
。
垂
水
市
は
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
賛
同
会
員

と
な
り
、
広
報
た
る
み
ず
８
月

号
に
お
い
て
、
熱
中
症
予
防
の

啓
発
活
動
と
し
て
、
熱
中
症
特

集
を
掲
載
し
、「
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
賞
」
と
し
て
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

data
猿ヶ城渓谷・森の駅たるみず
☎ 0994-32-6901
http://sarugajyo.jp/index.html

data
熱中症予防声かけプロジェクト
http://www.hitosuzumi.jp

◎キャラクター／シロクマの涼太郎

道の駅たるみず「ぶりしゃぶ」／垂水市産ブランド養殖ぶり「ぶり大将」を主役に、野菜と一緒に
いただく。「ぶり大将」は、牛根漁業協同組合が錦江湾で丹精込めて育て、平成 19 年に鹿児島県か
らブランド認定され、安心・安全が証明された逸品です。

グッドプラクティス賞受賞により、可愛らしい賞状が届きました。垂水市では今後も、様々な分野
にアンテナを張り、市民の皆様に情報をお届けいたします。

ぶり
しゃぶ

美湯
豚鍋

寄席鍋

六白
しゃぶ

CHECK

೤த঱༧๷੠か͚
ϓϩジΣクτとは？

「熱中症予防声かけプロジェクト」

は、昨年の猛暑をきっかけに、企業

やメディア、環境省などの行政等が

連携して熱中症予防の普及啓発を進

めるプロジェクトです。垂水市も、

平成 24 年７月６日に賛同団体とし

て登録しています。このプロジェク

トで注目してほしいのは、ホーム

ページ上における熱中症に関する情

報量の豊富さと分かり易さです。熱

中症に関する基礎知識から、基礎対

処法まで、様々な情報がより簡潔に

まとめられています。

9 Tarumizu  City  Public  Relations



＃ 21.

ಲとΖကࠇ
ʮ受賞のॠ間はɺ感激でྦ が出そうな
ほど嬉しかͬ たɻʯと店主ɻとろとろ
ന身のॊらかʙいお肉とɺ特੡ে༉
がたまらないɺʮ黒豚のന身がうま
み！ʯの一品です！ʢ※写真は大ʣ
大￥500・小￥350

΋Γ΍すラʔメン
垂水市牛根境����／☎�������
営業／�����ʙ�����　
定休／水曜日ʢ祝日は営業ʣ

の
結
果
、
も
り
や
す
ラ
ー
メ
ン
が

出
品
し
た
、「
黒
豚
と
ろ
丼
」
が

見
事
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
！
出
品

さ
れ
た
丼
の
一
部
は
各
店
舗
で
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
慢
の
味
を
、

是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

垂
水
う
ま
か
グ
ラ
ン
プ
リ
と
は
、

「
秋
の
産
業
祭
」で
開
催
さ
れ
た「
垂

水
産
の
食
材
を
１
品
以
上
使
用
し

た
料
理
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
５
団
体
か
ら
計

７
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査

カンパチ漬丼／ 700 円

ʣڠړ৯ಊʢ垂水市צࡩ
垂水市海ׁ ������
☎�������
営業／�����ʙ�����

美湯豚もつ丼
カレー風味

େ۱ミʔτ産業ࣜג 会社
※産業祭限定঎品

垂水高校風おやき

たるΈずં Γ௽の会
※産業祭限定঎品

たるみずブリ丼／ 700 円

ಓのӺたるΈず
垂水市牛根࿢������
☎�������
営業／�����ʙ�����
　　　土日祝は�����までɻ

美湯豚丼／ 680 円

ಓのӺたるΈず
垂水市牛根࿢������
☎�������

塩エビかき揚げ丼

ಓのӺたるΈず
※産業祭限定঎品

ਨਫ
ɹɹɹ

άラϯプϦ

ʷ

※写真はイベントで出品されたミニ丼等（お好きなものを２つで￥500）です。
10������� ใͨΔΈͣ޿



垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

71

企画課
地域政策係
☎内線 245

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
要

牛
根
地
区
・
新
城
地
区
の
地
域
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
！

４

左・青表紙）牛根地区地域振興計画「牛根づくり計画」
右・赤表紙）新城地区地域振興計画「新城づくり計画」

牛根地区話し合いの様子（平成 24 年 10 月３日） 新城地区計画策定報告会（平成 24 年 11 月 12 日）

　　　
�
地Ҭৼڵ計画とは？

垂水市のまちづくりを考える上で、

最上位の計画として「第４次垂水市

総合計画」があります。この計画は、

10 年間のまちづくりの方向性や具

体的な取組を示すもので、HP 上で

も掲載されています。地域振興計

画とは、その総合計画に基づく「地

区ごとの地域づくり計画」とも言え

るもので、10 年間の方向性や具体

的な取組を示しています。策定した

計画は、主に地区公民館が行う地域

活動に役立てられています。

■地域振興計画策定の経過

平成 22 年度　大野地区

平成 23 年度　水之上地区

平成 24 年度　牛根地区・新城地区

CHECK

今
年
４
月
か
ら
牛
根
地
区
、

新
城
地
区
で
は
、
地
域

振
興
計
画
の
策
定
に
向
け
て
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
回
、
両
地
区
公
民
館
で
各

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
計
画
書
は
、
地
区
の

方
々
が
話
し
合
い
を
重
ね
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
の
活
用
策

や
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
願

い
、「
地
区
は
こ
う
あ
り
た
い
」

を
盛
り
込
み
、
行
政
に
お
願
い

す
る
こ
と
な
ど
も
整
理
し
な
が

ら
、「
だ
れ
が
」、「
い
つ
」、「
何

を
す
る
？
」
の
か
を
具
体
的
な

行
動
計
画
と
し
て
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
地
区

公
民
館
を
中
心
に
、
地
域
全
体

が
協
力
し
合
い
、
行
政
と
も
協

働
し
て
、「
地
区
は
こ
う
あ
り
た

い
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

す
。
両
地
区
で
は
早
速
、
計
画

書
に
掲
載
さ
れ
た
行
動
計
画
の

実
行
を
通
し
て
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
主
体
性
を
持
っ
た
ま

ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

計
画
書
は
、
多
く
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　
�
ڇࠜ ɾ৽৓地۠

垂水市の地形は南北に長いのが特

徴です。牛根地区と新城地区は、垂

水市の北と南に位置しています。

CHECK

ڇࠜ 地۠

垂水市໾ॴ

৽৓地۠

鹿児島市
（桜島）

至霧島市

ࢸࣛ ԰市

垂水フェリー●

道の駅たるみず
●

千本イチョウ
●

高峠つつじ
ヶ丘公園
●

●
森の駅たるみず
（猿ヶ城渓谷）

���

��
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い͟ ɺਤॻؗ へʂ

◎垂水市立図書館
　問い合わせ先：☎ 0994-32-7111
　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

light バ
ージョ

ン

子どものための
『ケータイ』
ルールブック
ʢ໨୅　७ฏʣ

安心で便利なツールとして携帯電話を使いこなす
ためには、家庭でのルールづくりが大切。ネット
いじめ、迷惑メール、高額請求といった、昨今の
子どもを取り巻く状況や、実際に起きている事例
を踏まえ、具体的な対策を紹介する。

छからҭͯ る
Ֆͭ Γ͘
ϋンυϒοクʢ౉ล　と΋ࢠʣ
花を種から育てるのに必要な情報をコンパ
クトにまとめたハンドブック。種まきを季
節ごとに分類し、季節の作業が一覧できる
作業暦と育苗法、定植と管理を解説する。

ੜ໋ のະདྷを
変͑ たஉ
ʢ/),εϖγϟϧऔࡐ൝ʣ

人類の未来を変えるといわれる iPS 細胞。
謎の多い iPS 細胞を徹底解剖し、その難解
な世界を紐解いた NHK スペシャルの取材を
軸に、番組に盛り込めなかった情報も加味。

౳ഢ
ɾ্Լ

ʢ̓෦　 ଠཾ࿠ʣ

養父母の非業の死により故郷・能登を追わ
れ上洛し戦の只中へ。物事の本質を求める
絵師の性と荒ぶる武家の血が苦難の道を歩
ませる。長谷川等伯の生涯を骨太に描く。

今月の
オススメ
１

お知らせ

新着本

今月の
オススメ
３

今月の
オススメ
４

今月の
オススメ
２

ふるさとの出来事を学ぶ

平成 25 年２月 6 日は、戦時中の第 6 垂水丸沈没事故から

69 年目になります。図書館には、当時の証言・手記など

を載せた本や資料などがありますので、ご来館ください。

˔ͪ ͬͪ Όいおはなしかいʢ�����ʙʣ1/16（水）

お̝はなしの時ؒ ʢ�����ʙʣ1/19（土）

にͬ Γ͜が఻わる
;ͤ Μश׳の࢝ Ίかた

（Yuzuko）

Ѫにͭ いͯ
なおޠる΂͖ と͜

（片山　恭一）

೔からは͡ࠓ Ίる
ωοτγϣοϓ

（床　美幸）

અのΩϟラق
�σίหࣨڭ

（高田　ゆみこ）

খචの༡́̈ࣈ Μ
（三輪　久美子）

฼ੑ
（湊　かなえ）

ϑΟンランυは΋う
ֶྗ のઌをͬߦ いͯる

（福田　誠治）

৽ౡീॏ
のͦੜ֔

（不破　俊輔）

がΜとੜ͖ る
（天願　勇）

１̝݄ ٳؗ １（火・祝）～ 3（木）・7（月）・14（月）21（月）・28（月）　 ２̝݄ ٳؗ 4（月）・11（月）・18（月）・25（月）

1 2 3 4 5 6

7 8 9
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垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

パブリックコメント②特定健診等実施計画

6

企画課
計画調整係
☎内線 246

パブリックコメント①学校等施設整備計画

5

企画課
計画調整係
☎内線 246

総
合
計
画
や
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
教
育
環

境
整
備
に
基
づ
き
、
安
全
・
安

心
な
学
校
づ
く
り
と
学
校
教
育

の
充
実
を
目
標
に
、
平
成
��
年

度
に
「
垂
水
市
公
立
学
校
等
施

設
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
国

の
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
」
を
受
け
３
年
間
の
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
、
交
付
金
に
よ
る
成
果
等

を
検
証
し
、
公
立
義
務
教
育
諸

学
校
等
施
設
の
整
備
を
適
切
に

進
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、

事
業
の
最
終
年
度
に
事
後
評
価

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
記
閲
覧
場
所
に
あ
る
「
施
設

整
備
計
画
事
後
評
価
シ
ー
ト
の

達
成
状
況
」
や
「
所
見
の
考
え

方
は
適
切
か
ど
う
か
」、「
数
値

に
は
現
れ
な
い
事
業
の
効
果
」

な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
��
年
４
月
か
ら
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め

特
定
健
診
・
保
健
指
導
が
医
療

保
険
者
（
垂
水
市
）
に
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

垂
水
市
で
は
、「
第
一
期
特
定

健
診
等
実
施
計
画
」
を
策
定

し
、
計
画
的
な
指
導
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
第
一
期
計
画

か
ら
５
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
今
回
見
直
し
を
行
い
、
平

成
��
年
度
か
ら
平
成
��
年
度
ま

で
の
「
第
二
期
特
定
健
診
等
実

施
計
画
」
の
策
定
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り

医
療
費
や
保
険
料
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
制
度
運
営
の

効
率
化
を
図
り
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
、

重
症
化
予
防
と
し
て
、
特
定
健

診
・
保
健
指
導
な
ど
に
取
り
組

み
、
医
療
費
の
適
正
化
を
目
指

し
て
い
く
５
年
間
の
計
画
で
す
。

この事業では、教育環境整備の一環として、耐震補強と併せて大規模改造工事を垂水中央
中学校で行うなどの事業を行っております。（広報たるみず平成 24 年 5 月号参照）

CHECK　　　パϒϦοクίメンτ①֓ ཁ
■名称

垂水市公立学校等施設整備計画事後評価

（案）のパブリックコメント

■意見募集期間

平成 24 年 12 月 28 日（金）

～平成 25 年 1 月 27 日（日）

■担当課　教育総務課　☎32-7211

■素案資料閲覧場所

担当課、情報公開室、牛根・新城両支所

垂水市ホームページ

■意見提出方法　直接・郵送・FAX・メール

（メール：24-2@city.tarumizu.lg.jp）

CHECK　　　パϒϦοクίメンτ②֓ ཁ
■名称

垂水市第二期特定健康診査等実施計画（案）

のパブリックコメント

■意見募集期間

平成 25 年１月 10 日（木）

～平成 25 年２月８日（金）

■担当課　市民課国保係　内線☎160

■素案資料閲覧場所

担当課、情報公開室、牛根・新城両支所

垂水市ホームページ

■意見提出方法　直接・郵送・FAX・メール

（メール：24-3@city.tarumizu.lg.jp）
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column

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲コラム・アレコレ

垂水市文化会館　ὸ32-7551シリーズ郷土芸能
月ץ・垂水市文化会館

カ ル チ ϡ ア ル

cultural：｢文化的な｣ の意

　

棒
踊
り
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
に
敗

れ
た
島
津
義
弘
公
が
、
意
気
消
沈
し

た
郷
士
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
、

武
芸
の
技
を
踊
り
に
加
え
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

な
り
、
元
禄
を
過
ぎ
る
と
、
世
の
中

は
平
和
に
な
り
、
棒
踊
り
も
武
士
の

踊
り
か
ら
農
民
の
田
植
踊
り
へ
と
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
国
分
隼
人
の

鹿
児
島
神
宮
の
お
田
植
え
祭
り
に
奉

納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
広
く
県

下
で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
大
正
の
初
め
頃
、
川
原

八
十
一
と
い
う
人
が
薩
摩
半
島
か
ら

垂
水
市
の
水
之
上
地
区
井
川
集
落
・

新
光
寺
集
落
に
棒
踊
り
を
伝
え
ま
し

た
。
大
野
地
区
は
、
大
正
３
年
の
桜

島
大
噴
火
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

人
々
が
入
植
し
て
開
い
た
集
落
で
す

が
、
水
之
上
地
区
か
ら
も
多
数
の
人

が
移
住
し
て
い
ま
す
。
大
野
集
落
の

棒
踊
り
は
、
井
川
集
落
か
ら
移
住
さ

れ
た
中
村
源
三
氏
が
士
気
を
鼓
舞
し

ようと青年団に伝えたものです。

  

戦
争
に
よ
り
一
時
中
断
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
51
年
夏
に
復
活
。
同

年
９
月
28
日
の
大
野
小
中
学
校
運
動

会で華々しく披露されました。
　

大
野
原
で
は
地
域
の
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
中
、
平
成
18
年
３
月

に
は
旧
大
野
小
中
学
校
が
廃
校
と
な

り
ま
し
た
。
棒
踊
り
も
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
集
落
の
青
年
団
の

奮
起
と
、
同
年
よ
り
廃
校
跡
地
を
利

用
し
て
開
校
し
た
大
野
Ｅ
Ｓ
Ｄ
自
然

学
校
及
び
近
隣
に
位
置
す
る
鹿
児
島

大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
の
協
力
に

よ
り
、
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
鹿
児
島
大
学
の
学
生
も

踊
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
集
落
民

で
は
な
い
学
生
が
、
伝
統
行
事
の
継

承
を
通
し
て
集
落
民
と
心
を
通
わ
せ

る
姿
は
、
昨
今
叫
ば
れ
る
こ
と
の
多

い
「絆」

や
「縁」

を感じさせます。

11
月
３
日
に
実
施
さ
れ
た
豊
年
祭
で

大
羽
重
神
社
に
奉
納
し
、
そ
の
後
祝

宴の「飲ん方」が行われました。※
大
野
原
棒
踊
り
は
、
広
報
た
る
み

ず
12
月
号
23
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
話
題
」

に
お
い
て
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ぜひご覧ください。

↓豊年祭の様子
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たるΈずࡩౡ46/�ϓϩジΣクτ࢝ ಈʂ

ಛू

つ
い
に
始
動
！

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

今
月
の
特
集
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ルギー」

として注目されている

「太

陽
光
発
電
」
の
お
話
で
す
。
発
電
分
野

に
お
け
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
は
、「
風
力
発
電
」
や
「
太
陽
光
発

電」
、「地熱発電」

、「水力発電」

、「バ

イ
オ
マ
ス
発
電
」
の
５
つ
の
総
称
。
ど

の
言
葉
も
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
一
度

は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
「
自
然
の
力
を

利
用
し
て
、
電
気
を
生
み
出
す
人
の
知

恵」
、それが

「再生可能エネルギー」

な
の
で
す
。
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
の
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
活
用
に
対
す

る
国
民
の
関
心
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て

い
る
今
日
、
つ
い
に
、
私
た
ち
の
ま
ち

垂
水
市
に
も
、「
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ

ソーラー）

」がやってきます。

　

今
月
は
、
垂
水
市
で
進
め
ら
れ
て
い

る
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

についてご紹介いたします。

の͜ࢠɺεΰΠΜですɻ
「この子」とは、今回ご紹介する

メガソーラープロジェクトで実

際に使用されるソーラーパネル

（写真）のこと。蒼いボディー全

身に太陽の光を浴びて、電気を

生み出すんだから、私たち人類

にとってありがたい存在である

ことに間違いありません！

メ˞ガソʔラʔ
メガソーラーとは、出力が１MW（1,000kw）

以上の規模を持つ太陽光発電システムのこと。

（MW：メガワット、kw：キロワット）

૵いଠཅ
�ɹɹ

！ΘΔݱ

5)&
��
/&95

��
1&(&

担౰がޠるメガソʔラʔϓϩジΣクτのશ๴ʂ
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どんなプロジェクト？
　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
に
本

社
を
持
つ
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
（
以
下
、「
Ｒ
Ｊ
」）」

と
垂
水
市
が
共
同
で
進
め
て
い
る
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
平
成
��
年
６

月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で

す
。
垂
水
市
高
峠
に
太
陽
光
か
ら
電

気
を
作
り
出
す
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
」

を
約
４
万
枚
設
置
す
る
「
垂
水
市
高

峠
太
陽
光
発
電
所
」
を
建
設
し
、
そ

こ
で
作
っ
た
電
気
を
、
九
州
電
力
に

売
電
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
最
大
出
力
���
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
年

間
７
６
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
（
一

般
家
庭
２
７
０
０
世
帯
分
の
電
気
量

に
匹
敵
）
の
発
電
量
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
、「
た

る
み
ず
桜
島
4
6
/
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
た
る
み
ず
さ
く
ら
じ
ま
サ
ン
サ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
垂
水
市
の
活
性
化
へ
と
つ

な
げ
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

プロジェクトのきっかけは？
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
は
、

��
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
尾
脇
市
長
と
眞

邉
社
長
と
の
対
談
」
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ

れ
た
経
緯
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か

け
る
垂
水
市
と
Ｒ
Ｊ
の
熱
い
想
い
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

どんなメリットが垂水市にありますか？
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
垂
水
市

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ズ
バ
リ
「
垂
水
市

の
Ｐ
Ｒ
」「
経
済
効
果
（
雇
用
・
収
入
・

建
設
費
の
非
負
担
）」
で
す
。

①
垂
水
市
の
Ｐ
Ｒ

　

垂
水
市
に
は
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
考
え
る
「
垂
水
市
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
組
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
立
地
す
る
こ
と
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
積
極
的
な

取
組
」
と
し
て
垂
水
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
建
設
時
の
地
元
企
業
の
活
用

　

発
電
所
建
設
工
事
で
は
、
地
元
企

業
の
活
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
地
元
企
業
の
工
事
受

注
機
会
が
増
え
、
雇
用
拡
大
も
期
待

で
き
ま
す
。

③
建
設
後
の
雇
用
創
出

　

発
電
所
完
成
後
は
、
Ｒ
Ｊ
事
業
所

を
垂
水
市
内
に
設
置
し
、
発
電
所
に

お
い
て
は
降
灰
除
去
や
除
草
作
業
な

ど
の
管
理
業
務
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⿜ϓϩジΣクτ໊
たるみず桜島46/�プロジΣクト

垂水市と41$桜島ʢ※ʣが協力し発電事

業を行うことによりɺ垂水市に降り注͙

太陽光のエネルギʔが２ഒ以上のエネル

ギʔに生まれ変わりɺ本市の活性化の原

動力になるようにとの意味が込められて

いますɻ

※ɿ41$桜島／3+が発電事業を行うた

めに新たに設立する特別目的会社ですɻ

⿜ൃ ॴి໊
垂水市高峠太陽光発電所

⿜設ஔ৔ॴ
垂水市高峠ʢ市有地・一部民有地ʣ南向

きࣼ 面　約��
�
万�
�
千ʊ

⿜建設費
約��

�
ԯ円

※主体事業社3+がすべて負担しますɻ

⿜設ஔパωϧ਺
約�万枚

⿜最େ出ྗ
���̢̬ ʢ�
���LXʣ

※広報９月号でお知らせしておりました

ʮ��̢̬ ʯから計画変更されましたɻ

⿜೥ؒ ൃి ྔ
���
�
万LXI

※一般家庭換算約�
���世帯分

※広報９月号でお知らせしておりました

ʮ�
���世帯分ʯから計画変更されましたɻ

⿜ࣄ޻ண޻　平成��年３月ʢ予定ʣ
⿜Քಇ։࢝ 　平成��年�月ʢ予定ʣ

ϓϩジΣクτの֓ ཁ

垂水市ॳとなるメガソʔラʔϓϩジΣクτɻ
れ͜まで΋ใಓ΍޿ใ̕ ߸݄でൃ දがあΓましたが

の́͜ どͦ のશ๴が໌ らかになͬ ͖ͯ ましたɻ
市担౰ऀ のؠ元୎࢙ ओࠪ がお஌らͤ いたしますɻ
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01 プロジェクトで使用されるソーラーパネル（12 枚）が市役所屋上に設置され、市役所庁内の電気の一部をまかなっています（設置：平成 24 年 10 月 2日／最
大発電量：2.88kW／寄贈：リニューアブル・ジャパン株式会社／市役所本庁舎１階にモニターを設置し発電状況を確認いただけます）02・03 発電所建設予定地（市
有地）（02高峠つつじヶ丘公園近くの雑木林を整地した写真、03高峠つつじヶ丘公園第３駐車場一帯）

*OUFSWJFX
元ؠ
��
୎࢙
�いわ΋と
��
た͘ ͡

垂水市企画課地域政策係
入庁 11 年目。一児の父。
本プロジェクトをはじめ
とする新エネルギーなど
を担当する。「おでこは広
いですが、僕のおでこで
は発電できません（笑）」

こ
れ
に
よ
り
、
建
設
後
も
継
続
し
た

雇
用
が
発
生
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
土
地
貸
付
料
と
固
定
資
産
税

　

発
電
所
の
建
設
場
所
の
う
ち
、
市

有
地
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｊ
か
ら
土
地

貸
付
料
が
納
入
さ
れ
、
ま
た
発
電
設

備
に
係
る
固
定
資
産
税
も
納
入
さ
れ
、

垂
水
市
の
新
た
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

こ
の
財
源
を
、
高
峠
公
園
の
管
理
業

務
の
充
実
や
施
設
の
維
持
・
整
備
、

住
宅
等
の
太
陽
光
発
電
の
普
及
支
援

等
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
建
設
費
の
非
負
担

　

発
電
所
は
市
の
公
共
施
設
で
は
な

く
Ｒ
Ｊ
の
施
設
で
す
。
建
設
に
必
要

な
経
費
は
Ｒ
Ｊ
が
負
担
し
ま
す
。

自然景観が壊されませんか？
　

高
峠
に
発
電
所
を
建
設
す
る
た
め
、

高
峠
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
の
自
然
景
観

へ
の
影
響
に
関
す
る
ご
質
問
を
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
は
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
環
境
に
優
し
い
発
電
事
業
で

す
。
建
設
場
所
は
、
高
峠
つ
つ
じ
ヶ

丘
公
園
近
く
の
市
有
地
と
ジ
ャ
パ
ン

フ
ァ
ー
ム
の
事
業
敷
地
の
一
部
に
な

り
ま
す
。
市
有
地
に
つ
い
て
は
、
公
園

に
隣
接
す
る
山
林
や
利
用
頻
度
が
少

な
い
同
公
園
第
３
駐
車
場
一
帯
、
同

公
園
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
に
な
り
ま
す
。

��

��

��
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ϓϩジΣクτのઌ頭に立ͭ ２ਓの೤い対談
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メガソʔラʔϓϩジΣクτにか͚る૝い

ま
ず
は
会
社
の

ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

眞
邉　

私
ど
も
の
会
社
は
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
」
を

建
設
し
、
発
電
事
業
者
と
し
て

売
電
す
る
会
社
で
す
。
震
災
に

よ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注

目
さ
れ
る
前
か
ら
、
海
外
の
案

件
に
関
し
ま
し
て
、
様
々
な
角

度
か
ら
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
震
災
が
起
こ
り
、
私
も
現

地
に
行
き
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
何
か
お

手
伝
い
が
出
来
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と

金
融
の
人
間
で
す
の
で
、
国
が

目
指
す
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
に
は
多
く
の
費
用
が
必
要

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
金
融
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
結
び
つ
け
、
国
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
貢
献

す
る
た
め
に
設
立
し
ま
し
た
。

垂
水
市
の
印
象
は
？

眞
邉　

自
然
が
豊
か
で
来
る
た

び
発
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

温
泉
が
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

１
泊
に
最
低
３
回
入
り
ま
す

し
、
温
泉
水
も
甘
く
て
本
当
に

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
食
で
言

い
ま
す
と
、
エ
ビ
〔
注
１
〕
で

す
ね
。
甘
く
て
本
当
に
美
味
し

く
て
、
も
っ
と
宣
伝
し
た
方
が

良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
く

ら
い
で
す
。
あ
と
垂
水
市
漁
協

さ
ん
で
カ
ン
パ
チ
の
頭
を
煮
込

ん
だ
も
の
〔
注
２
〕
を
食
べ
ま

し
た
が
、
あ
れ
は
特
に
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
焼
酎
蔵
も
、
有

名
な
森
伊
蔵
さ
ん
や
、
八
千
代

伝
さ
ん
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
自
然
や
温
泉
が

あ
っ
て
、
食
べ
物
が
美
味
し
く

て
、
非
常
に
す
ば
ら
し
い
と
い

う
の
が
印
象
で
す
。
今
回
の
事

業
を
行
う
上
で
、
垂
水
市
の
魅

力
を
微
力
な
が
ら
宣
伝
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
垂
水
市
へ
の
立
地
を

計
画
さ
れ
た
の
で
す
か
？

眞
邉　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置

場
所
を
探
す
際
、
垂
水
市
在
住

の
方
と
私
ど
も
が
古
く
か
ら
の

友
人
で
あ
っ
た
ご
縁
も
あ
り
、

最
初
に
お
会
い
し
た
の
が
尾
脇

市
長
で
し
た
。
ま
た
、
両
親
が

屋
久
島
出
身
で
薩
摩
隼
人
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き

る
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
た
め
、

鹿
児
島
で
何
か
し
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

尾
脇　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、

原
発
や
化
石
燃
料
の
割
合
を
減

ら
し
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
と
り
わ

け
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
展
開

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
震
災
が
起
こ
り
、
そ
の

思
い
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
垂

水
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
６
次

産
業
化
と
観
光
振
興
を
中
心

に
、
垂
水
市
の
良
さ
を
活
か
し

た
形
で
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
垂
水
市
に
は
、
桜

島
の
降
灰
と
言
う
懸
念
材
料
も

あ
り
ま
す
が
、
社
長
と
お
会
い

し
、
そ
れ
以
上
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
さ
が
あ
る
等
、
様
々
な

意
見
を
重
ね
て
降
灰
対
策
も
含

め
て
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

て
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

眞
邉　

私
ど
も
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
き
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
に

と
っ
て
垂
水
市
は
原
点
と
な
る

ઌ頭に立ͭ ２ਓはɺϠέυしͦ うな͘ らい೤い૝いを࣋ ͬͯ ௅Μでいますɻ
垂水市௕
尾脇խ໻

対
談

対
談
は
、
平
成
24
年
８
月
29
日
（
水
）

市
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
対

談
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
し

ております。〔
注
１
―
１
〕
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ

「
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
」
は
、
鹿
児
島

湾
（
錦
江
湾
）
中
央
の
最
深
部
（
深
さ

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
に
生
息
し
て
い

るエビ。

このエビを狙った漁業

（ト

ン
ト
コ
網
）
が
あ
る
の
は
、
世
界
中
で

も鹿児島湾だけなんです！ 1SPpMFʗおわ͖ まさ΍
1967 年生まれ。鹿児島経済大学社会学部

卒業後、民間企業勤務を経て、2003 年垂

水市議会議員当選、2007 年垂水市議会議

員再選、2011 年第 15 代垂水市長就任。
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担౰がޠるメガソʔラʔϓϩジΣクτのશ๴ʂ
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メガソʔラʔϓϩジΣクτにか͚る૝い対談
垂水市ॳのメガソʔラʔϓϩジΣクτɻ͜ のϓϩジΣクτの

Ϧχϡʔアϒϧ
ジϟパンࣜג 会社
୅දऔక໾社௕

場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

ど
も
が
目
指
す
一
つ
に
、
地
域

の
活
性
化
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
地
域
に
貢
献
す
れ
ば

良
い
か
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
た

の
は
、
垂
水
市
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
降
灰
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
か
ら
「
な
ぜ
火
山
灰
が
降

る
場
所
で
や
る
の
か
？
」
と
言

う
ご
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
人
た
ち

を
垂
水
市
に
連
れ
て
く
る
と

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
一
緒
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
理
解
し
て

く
れ
ま
す
。
条
件
の
良
い
所
だ

け
で
事
業
を
展
開
す
る
の
で
な

く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で

会
社
も
強
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

尾
脇　

私
自
身
も
、
今
年
度
の

施
政
方
針
に
「
挑
戦
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ

て
い
く
中
で
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
と
い

う
思
い
は
、
み
ん
な
心
の
中
で

感
じ
て
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し

そ
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す

に
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
段
階
に
な

り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で

垂
水
市
が
ど
う
変
わ
る
と

思
い
ま
す
か
。

眞
邉　

私
ど
も
が
垂
水
市
を
変

え
る
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま
し

い
で
す
が
、
私
ど
も
が
で
き
る

こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
や
完
成
後

の
管
理
は
、
で
き
る
限
り
地
元

の
方
々
と
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尾
脇　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
今
回
の
建
設
地
は
、

こ
れ
ま
で
市
が
維
持
管
理
す
る

た
め
に
年
間
数
百
万
単
位
の
費

用
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
伴

い
、
土
地
賃
料
や
固
定
資
産
税

な
ど
の
新
た
な
財
源
を
生
み
出

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、

建
設
に
伴
う
地
元
業
者
の
参
画

や
、
そ
の
後
の
管
理
に
よ
り
雇

用
を
生
み
出
す
こ
と
も
出
来
る

た
め
、
高
峠
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
建
設
す
る
こ
と
だ
け
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
更
な
る
展
開
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
市
民
の
皆
様
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

眞
邉　

私
ど
も
は
、
安
く
て
良

い
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
作
れ
る

と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
市
有
地
を
お
借
り
し
て
実

施
し
ま
す
が
、
私
有
地
で
も
出

来
る
所
が
あ
れ
ば
、
ご
紹
介
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

作
り
た
い
と
い
う
方
々
の
お
手

伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
出
来

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
垂
水
市
が

も
っ
と
元
気
に
な
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

尾
脇　
「
こ
う
だ
か
ら
出
来
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
」
と

い
う
視
点
で
頑
張
れ
ば
未
来
は

開
け
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
垂
水
市
は
持
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１

次
産
業
の
６
次
産
業
化
と
観
光

振
興
等
の
施
策
を
行
い
な
が

ら
、
垂
水
市
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

〔
注
１
―
２
〕
ヒ
メ
ア
マ
エ
ビ

「
ヒ
メ
ア
マ
エ
ビ
」
は
、
ト
ン
ト
コ
網

で
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
と
一
緒
に
獲
れ

る
美
味
し
い
エ
ビ
で
す
。「
シ
バ
エ
ビ
」

「
小
エ
ビ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ます。〔
注
２
〕
カ
ン
パ
チ
頭
の
あ
ら
煮

垂
水
市
漁
業
協
同
組
合
が
運
営
す
る

「
味
処
桜
勘
」
の
「
頭
の
あ
ら
煮
」。
口

に
入
れ
る
と
骨
が
ほ
ろ
ほ
ろ
と
優
し
く

崩れ、丸ごといただける逸品。1SPpMFʗまな΂かͭ ͻと
1965 年生まれ。マサチューセッツ州立大学卒

業後、外資系証券会社の金融法人部長などを

経て、2008 年ザイス・ジャパン株式会社設立。

2012年リニューアブル・ジャパン株式会社設立。
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こ
こ
が

ス
ゴ
イ
ぞ
！

メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー

そうなん
です！

このプロ
ジェクト

スゴイん
です！

　　   降灰対策パネル採用！

「降灰があるけど大丈夫？」そんな疑
問がわきませんか？このプロジェクト
では降灰対策として、パネル表面への
特殊加工や外枠の高さを抑え、灰が溜
まりにくい構造となる降灰対策パネル
が開発・採用されています。

　　   建設中と建設後

16 ページでご紹介しているとおり、
本プロジェクトでは、垂水市の経済効
果のため、発電所建設時と建設後に雇
用が発生する仕組みになっています。
これにより、地元からの優先した雇用
が生まれることが期待されます。

　　   市の新たな財源！

16 ページでご紹介しているとおり、
このプロジェクトでは、RJ から「土
地貸付料」と「固定資産税」が納入さ
れ、垂水市の新たな財源となります。
⿜土地貸付料
土地は、24 年度から 44 年度までの
21 年間 RJ が使用し、土地貸付料とし
て総額約 1 億 5,000 万円の歳入が見込
まれます。
⿜固定資産税
20 年間で総額約 1 億 7,000 万円の歳
入が見込まれます。
※施設投資額 20億円の場合

⿜ͦ のଞ
①平成 24 年 12 月現在、鹿児島県内
メガソーラー計画の中で、このプロ
ジェクトは県内２番目となる出力規模
を誇っています。
②市役所本庁舎正面玄関口では、本庁
舎屋上に設置している試験パネル（17
ページ参照）の発電量などを確認でき
るモニターを設置しております。

　　   ノンリコース・ローン

RJ では、発電所建設にかかる資金調
達を、欧米ではすでに一般的になって
いる「銀行のノンリコース・ローンに
よるプロジェクト・ファイナンス方式」
により行っています。
※銀行は外銀ではなく邦銀

　　   １kwh あたり 42円

今回作られる電気は、1kwh あたり 42
円で九州電力が買い取ることになりま
す。プロジェクトで作られる電気量は
年間 760 万 kwh。そのため、年間売
電価格は、約 3 億円となります。
※垂水市の歳入ではありません。

փ߱雇用ݯࡒ

༥ۚചి

※ RJ ＝リニューアブル・ジャパン株式会社の略 ↓市役所屋上での試験パネル設置工事の様子

灰が溜まり
にくい構造！

またまた
担当が
教える
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プロジェクトへの思いをお聞かせください。
　

私
た
ち
地
元
に
と
っ
て
、「
高
峠
」

に
対
す
る
想
い
は
強
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
高
峠
つ
つ
じ
ヶ
丘
公

園
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
約
��
年
ほ

ど
前
ま
で
は
、
住
宅
が
あ
り
自
分
た

ち
の
生
活
の
一
部
で
し
た
。
だ
か
ら
、

公
園
へ
の
思
い
も
強
く
、
公
園
内
に

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
聞

い
た
時
は
、
い
ろ
ん
な
思
い
が
わ
い

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
に
パ
ネ
ル
を
設
置
し
な
く
て

も
い
い
の
で
は
？
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、「
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
は
現
在
、
利
用
実
績
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
こ
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
維
持

管
理
を
省
け
そ
の
分
公
園
全
体
の
管

建設༧定地の最΋ۙ に͘あるେ໺地۠ ɻ
メガソʔラʔϓϩジΣクτに対する思い΍͑ߟ をํ

େ໺地۠ 民ެؗ ௕のా ೭্ ༤ޫさΜにおฉ͖ しましたɻ

理
の
充
実
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
峠

は
降
灰
も
あ
り
発
電
効
率
が
悪
く
、
よ

り
多
く
の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と

で
カ
バ
ー
で
き
る
」
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
市
の
政
策

説
明
も
受
け
、
総
合
的
に
理
解
を
し
、

地
元
と
し
て
も
納
得
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
地
元
と
し
て
お
願
い

し
た
こ
と
は
、
今
後
の
高
峠
公
園
の
整

備
と
管
理
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
に

「
雇
用
」
が
あ
り
ま
す
。
大
野
地
区
は

過
疎
化
が
進
む
中
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
平
成
��
年
度
に

今
後
��
年
間
を
見
据
え
た
地
域
振
興

計
画
「
大
野
づ
く
り
計
画
」
を
作
り
、

そ
の
中
で
人
口
増
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
元
に
雇
用
が
あ
れ
ば
、
地
元
を
離

れ
た
子
や
孫
の
世
代
が
、
１
人
で
も
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大野地区公民館長。屋久杉工芸家としての顔を持ちな
がら、公民館長として地元活性化に尽力。
写真は「大野原いきいき祭り」の一場面（28ページ参照）

帰
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
。
今
回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
多
く
の
雇
用
ま
で
は
見
込
め
な
い

と
聞
き
ま
す
が
、
今
回
、
雇
用
に
つ

い
て
は
地
元
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
き
、
雇
用
が
計
画
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
地
元
に
住
む
人
が
豊

か
に
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
お
届
け
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

特
集
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

太
陽
の
光
を
そ
の
身
に
浴
び
て
新
た

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
姿
は
、

ま
さ
に
「
蒼
い
太
陽
」。
垂
水
市
で
は

地
域
活
性
化
を
行
う
た
め
に
、
固
定

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
と
人
の
繋

が
り
や
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

「
ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
」
の
視
点
で

施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⿜
�
ฏ੒��೥� �݄�೔ʢ݄ ʣ

　
�
メガソʔラʔީ 補地を探している

　
�
との話を垂水市にいただくɻ

⿜
�
ฏ੒��೥� �݄�೔ʢۚ ʣ

　
�
3+関係者が垂水市を๚れɺީ 補地

　
�
の現地視࡯を行うɻ

⿜
�
ฏ੒��೥� �݄�೔ʢ水ʣ

　
�
平成��年第�回市議会定例会全

　
�
員協議会で計画概要を報告ɻその

　
�
後ɺ議会においても一般質問ɺ全

　
�
員協議会において経過を随時報告ɻ

⿜
�
ฏ੒��೥�� �݄೔ʢ݄ ʣ

　
�
第�回大野地区住民説明会

⿜
�
ฏ੒��೥� �݄�೔ʢ土ʣ

　
�
ジϟパンフΝʔム株式会社関係者

　
�
と3+関係者による意見交換ɻ

⿜
�
ฏ੒��೥� �݄�೔ʢ水ʣ

　
�
第�回大野地区住民説明会

⿜
�
ฏ੒��೥�� �݄೔ʢՐʣ

　
�
市役所屋上に試験パネル設置

⿜
�
ฏ੒��೥�� �݄�೔ʢۚ ʣ

　
�
立地協定調印式・記者会見ʢ県庁ʣ

⿜
�
ฏ੒��೥̏ ʢ݄༧定ʣ

　
�
発電所工事着工

⿜
�
ฏ੒��೥� ʢ݄༧定ʣ

　
�
発電所Ք働開始

ϓϩジΣクτのओなྲྀ れ

左から：宮迫市議会議長、尾脇市長、真邉社長
　　　　新川県環境林務部長
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◎撮影／総務課秘書広報係　◎撮影日／平成 24
年 12 月 5 日　◎撮影場所／垂水千本イチョウ／
今や鹿児島県を代表する名所となりつつある「垂
水千本イチョウ」。シーズンが近づくと各報道機
関の撮影・取材にはじまり、見頃を迎える 12 月
上旬にはバスツアーをはじめとするお客様が訪れ
ます。平成 22 年度鹿児島県景観大賞にも選ばれ
たこの場所は、期間限定で夜のライトアップも行
われます。来年はぜひ一度ご来場ください。
（見頃・：11月下旬から 12月上旬）

ઈົ ؍ܠ
秋夜　ひかり輝く黄金イチョウ秋夜　ひかり輝く黄金イチョウ
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中
な か の

野  杏
あん

ちゃん　市木

平成 24 年 1 月 12 日生（1歳）
お誕生日おめでとう！いつも笑顔
をありがとう。大好きだよ♡
　　　　　　  ♥パパ豪・ママ恵♥

長
ながはま

濵 心
み ゆ

結ちゃん　本城

平成 21 年 12 月 1 日生（3歳）
優しいお姉ちゃん♡これからも元
気に大きく育ってネ♡
　　　　  ♥パパ庄耶・ママ由美♥

長
ながはま

濵 妃
ひ な

央ちゃん　本城

平成 24 年 5 月 5 日生（8ヶ月）
お姉ちゃん大好きっ子♡元気に
育ってネ♡
　　　　  ♥パパ庄耶・ママ由美♥

草
くさどめ

留 花
か の ん

音ちゃん　田神

平成 21 年 11 月 30 日生（3歳）
シルバニアとブロック遊びが大好
き！妹にも優しいお姉ちゃんです
♡　　　  ♥パパ克也・ママ明奈♥

草
くさどめ

留 来
ら い み

美ちゃん　田神

平成 24 年 5 月 12 日生（8ヶ月）
ゆっくり成長してね♡今が一番か
わいい ?! 来美ちゃん♡
　　　　  ♥パパ克也・ママ明奈♥

森
も り た

田 琉
る き

希くん　市木

平成 19 年 1 月 30 日生（6歳）
4 月から小学生。ご飯をたくさん食
べて大きくなってね♡
　　　　  ♥パパ洋一・ママ加奈♥

是
ぜ い

井  庚
かのえ

 くん　市木

平成 22 年 1 月 2 日生（3歳）
末っ子だけど元気 No. １☆夢は、
極真世界チャンピオン♪ファイト
♪　      ♥パパ直樹・ママさおり♥

木
こ ば

場 遥
は る く

空くん　栄町

平成 24 年 1 月 25 日生（1歳）
遥空が生まれて幸せがいっぱい！
これからも笑顔ですくすく成長し
てね♡ ♥パパ大介・ママあゆみ♥

牧
まきはら

原 煌
こ う き

稀くん　鹿屋市

平成 21 年 9 月 17 日生（3歳）
たくましく育った煌稀くん♡ 4 月
から幼稚園、楽しみだね。
　　　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

牧
まきはら

原 凌
りょうき

稀くん　鹿屋市

平成 24 年 1 月 8 日生（1歳）
お母さん大好き、凌稀くん♡お兄
ちゃんたちと一緒に大きくなぁれ。
　　　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

牧
まきはら

原 泰
た い き

稀くん　鹿屋市

平成 19 年 12 月 13 日生（5歳）
マイペースでかっこいい泰稀くん
♡頼もしい我が家のお兄ちゃんで
す。　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

垂水市は、子どもたちと
子育て世代を応援します !
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　市内にお住まい又は本市出身者のお子様（未就学児童）の笑顔
写真を募集します。①写真②子供と保護者の名前（必ずふりがな
を）③住所④電話番号⑤生年月日⑥年齢⑦簡単なコメント（33 文
字以内）⑧掲載希望月を添えて、直接又は電子メールでご応募く
ださい（画像は 2MB 以内でお願いします）。
・2 月号の締切は 1/15（火）です（保護者の応募に限る）。
・掲載は先着順です。また掲載により応募者が被った損害につい
　て市は責任を負いません。
◎申し込み先　秘書広報係☎内線 271　　
　メール：infota@city.tarumizu.lg.jp

　先月号でご案内しました子育てサロンの開催日に変更がありま
したので、改めてお知らせします。子育て世代や地域の方との交
流を深めてみませんか？ぜひお越しください。
①たんぽぽくらぶ 　 場所：老人憩いの家（錦江町 1-103）
　 開催：毎週土曜日／時間：午前 10 時～午後２時（弁当持参可能！）
②うしねサロンピンキーズ　 場所：牛根地区公民館（二川 553-1）　 
　 開催：毎週木曜日／時間：午前 10 時～正午
③子育てサロンコスモス　 場所：水之上定住集会所（本城 308）　 
　 開催：毎週金曜日／午前 10 時 30 分 ~ 午後 4 時 （弁当持参可能！）
◎問い合わせ先　垂水市社会福祉協議会　☎ 32-6277　
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中
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ちゃん　市木

平成 24 年 1 月 12 日生（1歳）
お誕生日おめでとう！いつも笑顔
をありがとう。大好きだよ♡
　　　　　　  ♥パパ豪・ママ恵♥

長
ながはま

濵 心
み ゆ

結ちゃん　本城

平成 21 年 12 月 1 日生（3歳）
優しいお姉ちゃん♡これからも元
気に大きく育ってネ♡
　　　　  ♥パパ庄耶・ママ由美♥

長
ながはま

濵 妃
ひ な

央ちゃん　本城

平成 24 年 5 月 5 日生（8ヶ月）
お姉ちゃん大好きっ子♡元気に
育ってネ♡
　　　　  ♥パパ庄耶・ママ由美♥

草
くさどめ

留 花
か の ん

音ちゃん　田神

平成 21 年 11 月 30 日生（3歳）
シルバニアとブロック遊びが大好
き！妹にも優しいお姉ちゃんです
♡　　　  ♥パパ克也・ママ明奈♥

草
くさどめ

留 来
ら い み

美ちゃん　田神

平成 24 年 5 月 12 日生（8ヶ月）
ゆっくり成長してね♡今が一番か
わいい ?! 来美ちゃん♡
　　　　  ♥パパ克也・ママ明奈♥

森
も り た

田 琉
る き

希くん　市木

平成 19 年 1 月 30 日生（6歳）
4 月から小学生。ご飯をたくさん食
べて大きくなってね♡
　　　　  ♥パパ洋一・ママ加奈♥

是
ぜ い

井  庚
かのえ

 くん　市木

平成 22 年 1 月 2 日生（3歳）
末っ子だけど元気 No. １☆夢は、
極真世界チャンピオン♪ファイト
♪　      ♥パパ直樹・ママさおり♥

木
こ ば

場 遥
は る く

空くん　栄町

平成 24 年 1 月 25 日生（1歳）
遥空が生まれて幸せがいっぱい！
これからも笑顔ですくすく成長し
てね♡ ♥パパ大介・ママあゆみ♥

牧
まきはら

原 煌
こ う き

稀くん　鹿屋市

平成 21 年 9 月 17 日生（3歳）
たくましく育った煌稀くん♡ 4 月
から幼稚園、楽しみだね。
　　　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

牧
まきはら

原 凌
りょうき

稀くん　鹿屋市

平成 24 年 1 月 8 日生（1歳）
お母さん大好き、凌稀くん♡お兄
ちゃんたちと一緒に大きくなぁれ。
　　　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

牧
まきはら

原 泰
た い き

稀くん　鹿屋市

平成 19 年 12 月 13 日生（5歳）
マイペースでかっこいい泰稀くん
♡頼もしい我が家のお兄ちゃんで
す。　　  ♥パパ准也・ママ幾代♥

垂水市は、子どもたちと
子育て世代を応援します !
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　市内にお住まい又は本市出身者のお子様（未就学児童）の笑顔
写真を募集します。①写真②子供と保護者の名前（必ずふりがな
を）③住所④電話番号⑤生年月日⑥年齢⑦簡単なコメント（33 文
字以内）⑧掲載希望月を添えて、直接又は電子メールでご応募く
ださい（画像は 2MB 以内でお願いします）。
・2 月号の締切は 1/15（火）です（保護者の応募に限る）。
・掲載は先着順です。また掲載により応募者が被った損害につい
　て市は責任を負いません。
◎申し込み先　秘書広報係☎内線 271　　
　メール：infota@city.tarumizu.lg.jp

　先月号でご案内しました子育てサロンの開催日に変更がありま
したので、改めてお知らせします。子育て世代や地域の方との交
流を深めてみませんか？ぜひお越しください。
①たんぽぽくらぶ 　 場所：老人憩いの家（錦江町 1-103）
　 開催：毎週土曜日／時間：午前 10 時～午後２時（弁当持参可能！）
②うしねサロンピンキーズ　 場所：牛根地区公民館（二川 553-1）　 
　 開催：毎週木曜日／時間：午前 10 時～正午
③子育てサロンコスモス　 場所：水之上定住集会所（本城 308）　 
　 開催：毎週金曜日／午前 10 時 30 分 ~ 午後 4 時 （弁当持参可能！）
◎問い合わせ先　垂水市社会福祉協議会　☎ 32-6277　
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愛
あいこう

甲 桜
ら び

妃ちゃん　本城

平成 23 年 3 月 4 日生（1歳）
3 人兄弟の末っ子で、我が家のア
イドルです♡元気に大きくなって
ね♡　　  ♥パパ正一・ママ紫保♥

神
かみむら

村 莉
り の ん

音ちゃん　錦江町

平成 22 年７月 5 日生（2歳）
ワガママ娘だけど、そんな莉音が
大好き♡これからもスクスク育っ
てね♡　  ♥パパ佳典・ママ琴美♥

藤
ふじわら

原 芽
め い

衣ちゃん　旭町

平成 24 年 3 月 5 日生（10ヶ月）
お父ちゃんもお母ちゃんも芽衣の
笑顔が大好きです♡
　　　　　  ♥パパ平・ママ美彩♥

池
いけまつ

松 莉
り こ

心ちゃん　本城

平成 22 年 5 月 5 日生（2歳）
いつも予想外の行動で笑わしてくれ
る莉心チャン♡笑顔をありがと♡　
　　　  ♥パパ裕磨・ママ真由美♥

　　市内保育所地域活動事業
通常入所していない児童・保護者が参加できる行事を実施します。

　੢ࣉๅ อҭԂ　　ὸ�������
1/24 木 10:00 ～ 11:30 オープン保育
2/2 土 10:00 ～ 11:30 春待ち節分豆まき大会

　さ͟ なΈอҭԂ　ὸ�������
1/8・2/12 火 10:00 ～ 11:00 リトミック
1/15・1/29 火 10:00 ～ 11:00 英語教室

2/15 土 10:30 ～ 11:30 園内開放
　 Ը࣊อҭԂ　　　ὸ�������

1/17 木 10:00 ～ 11:30 ミニお遊戯会
2/2 土 10:00 ～ 11:30 まめまき
2/14 木 10:00 ～ 11:30 誕生会

　৽৓อҭԂ　　　ὸ�������
1/17 木 10:30 ～ 11:00 英語あそび
1/25 金 10:00 ～ 11:00 マラソン大会
1/29 火 10:00 ～ 12:00 地域の方と昔遊び
2/9 土 10:00 ～ 11:30 園内開放

　水೭্ อҭԂ　　ὸ�������
1/23・2/13 水 9:00 ～ 11:00 リトミック教室（3･4･5 才児）
1/31・2/7 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

2/1 金 10:00 ～ 11:00 豆まき
　࿨ޫ อҭԂ　　　ὸ�������

2/12 火 10:00 ～ 11:30 英語で遊ぼう
2/20 水 10:00 ～ 11:00 スポーツ・体操他

　　乳幼児健診
◎お問い合わせ：保健福祉課健康増進係☎内線 138･164

　 ϲ݄̏ ࣇ݈ ਍　　
開催 1/31（木）　垂水市市民館 1 階
受付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分
対象者 平成 24 年 9 月生
持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
　６～７ϲ݄ ࣇ݈ ਍
開催 1/31（木）　垂水市市民館 1 階
受付 午後 0 時 30 分～午後 0 時 45 分
対象者 平成 24 年 6 月生
持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
　１歳 ϲ݄̒ Պ݈ࣃࣇ ਍
開催 1/23（水）　垂水市市民館 2 階
受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分
対象者 平成 23 年 5・6 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②配付された検尿パック
③母子健康手帳④歯ブラシ⑤コップ⑥タオル

　２歳 ϲ݄̒ Պ݈ࣃࣇ ਍
開催 1/17（木）　垂水市市民館 2 階
受付 午後 1 時～午後 1 時 30 分
対象者 平成 22 年 6・7 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
③歯ブラシ④コップ⑤タオル

※健診は母子保健法で定められた健診であり、乳幼児の病気の予防と早期発見、お
よび健康の保持・増進を目的に実施しておりますので、必ず受診してください。ご
都合が悪い場合は上記までご連絡ください。

※詳細は保育所へ
　ご連絡ください。

神
かみむら

村 一
い っ き

輝 くん　柊原

平成 22 年１月１日生（3歳）
毎日活発に走り回るいっきくん♡こ
れからも元気いっぱいに育ってね♡  
　　　　  ♥パパ亮太・ママ真里♥

福
ふくしま

島 輝
きりゅう

龍くん　本城

平成 22 年 8 月 25 日生（2歳）
日に日にたくましくなる姿が頼も
しいです♡元気でかわいく育って
ね♡　  ♥パパ旭人・ママめぐみ♥

福
ふくしま

島 大
た い が

翔くん　本城

平成 24 年 6 月 24 日生（7ヶ月）
うちの癒し系♡これからもたくさ
ん笑顔を見せてね♡
　　　  ♥パパ旭人・ママめぐみ♥

永
な が た

田 大
や ま と

和くん　田神

平成 23 年 2 月 21 日生（1歳）
甘えん坊で笑うと目がなくなる所が
可愛い。パパとママの宝物だょ♡　
　　　　  ♥パパ孝臣・ママ由華♥

愛
あいこう

甲 桜
ら び

妃ちゃん　本城

平成 23 年 3 月 4 日生（1歳）
3 人兄弟の末っ子で、我が家のア
イドルです♡元気に大きくなって
ね♡　　  ♥パパ正一・ママ紫保♥

神
かみむら

村 莉
り の ん

音ちゃん　錦江町

平成 22 年７月 5 日生（2歳）
ワガママ娘だけど、そんな莉音が
大好き♡これからもスクスク育っ
てね♡　  ♥パパ佳典・ママ琴美♥

藤
ふじわら

原 芽
め い

衣ちゃん　旭町

平成 24 年 3 月 5 日生（10ヶ月）
お父ちゃんもお母ちゃんも芽衣の
笑顔が大好きです♡
　　　　　  ♥パパ平・ママ美彩♥

池
いけまつ

松 莉
り こ

心ちゃん　本城

平成 22 年 5 月 5 日生（2歳）
いつも予想外の行動で笑わせてくれ
る莉心チャン♡笑顔をありがと♡　
　　　  ♥パパ裕磨・ママ真由美♥

　　市内保育所地域活動事業
通常入所していない児童・保護者が参加できる行事を実施します。

　੢ࣉๅ อҭԂ　　ὸ�������
1/24 木 10:00 ～ 11:30 オープン保育
2/2 土 10:00 ～ 11:30 春待ち節分豆まき大会

　さ͟ なΈอҭԂ　ὸ�������
1/8・2/12 火 10:00 ～ 11:00 リトミック
1/15・1/29 火 10:00 ～ 11:00 英語教室

2/16 土 10:30 ～ 11:30 園内開放
　 Ը࣊อҭԂ　　　ὸ�������

1/17 木 10:00 ～ 11:30 ミニお遊戯会
2/2 土 10:00 ～ 11:30 まめまき
2/14 木 10:00 ～ 11:30 誕生会

　৽৓อҭԂ　　　ὸ�������
1/17 木 10:30 ～ 11:00 英語あそび
1/25 金 10:00 ～ 11:00 マラソン大会
1/29 火 10:00 ～ 12:00 地域の方と昔遊び
2/9 土 10:00 ～ 11:30 園内開放

　水೭্ อҭԂ　　ὸ�������
1/23・2/13 水 9:00 ～ 11:00 リトミック教室（3･4･5 才児）
1/31・2/7 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

2/1 金 10:00 ～ 11:00 豆まき
　࿨ޫ อҭԂ　　　ὸ�������

2/12 火 10:00 ～ 11:30 英語で遊ぼう
2/20 水 10:00 ～ 11:00 スポーツ・体操他

　　乳幼児健診
◎お問い合わせ：保健福祉課健康増進係☎内線 138･164

　 ϲ݄̏ ࣇ݈ ਍　　
開催 1/31（木）　垂水市市民館 1 階
受付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分
対象者 平成 24 年 9 月生
持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
　６～７ϲ݄ ࣇ݈ ਍
開催 1/31（木）　垂水市市民館 1 階
受付 午後 0 時 30 分～午後 0 時 45 分
対象者 平成 24 年 6 月生
持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
　１歳 ϲ݄̒ Պ݈ࣃࣇ ਍
開催 1/23（水）　垂水市市民館 2 階
受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分
対象者 平成 23 年 5・6 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②配付された検尿パック
③母子健康手帳④歯ブラシ⑤コップ⑥タオル

　２歳 ϲ݄̒ Պ݈ࣃࣇ ਍
開催 1/17（木）　垂水市市民館 2 階
受付 午後 1 時～午後 1 時 30 分
対象者 平成 22 年 6・7 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
③歯ブラシ④コップ⑤タオル

※健診は母子保健法で定められた健診であり、乳幼児の病気の予防と早期発見、お
よび健康の保持・増進を目的に実施しておりますので、必ず受診してください。ご
都合が悪い場合は上記までご連絡ください。

※詳細は保育所へ
　ご連絡ください。

神
かみむら

村 一
い っ き

輝 くん　柊原

平成 22 年１月１日生（3歳）
毎日活発に走り回るいっきくん♡こ
れからも元気いっぱいに育ってね♡  
　　　　  ♥パパ亮太・ママ真里♥

福
ふくしま

島 輝
きりゅう

龍くん　本城

平成 22 年 8 月 25 日生（2歳）
日に日にたくましくなる姿が頼も
しいです♡元気でかわいく育って
ね♡　  ♥パパ旭人・ママめぐみ♥

福
ふくしま

島 大
た い が

翔くん　本城

平成 24 年 6 月 24 日生（7ヶ月）
うちの癒し系♡これからもたくさ
ん笑顔を見せてね♡
　　　  ♥パパ旭人・ママめぐみ♥

永
な が た

田 大
や ま と

和くん　田神

平成 23 年 2 月 21 日生（1歳）
甘えん坊で笑うと目がなくなる所が
可愛い。パパとママの宝物だょ♡　
　　　　  ♥パパ孝臣・ママ由華♥
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退任のご挨拶

下
あ さ い

載の清
せ い ふ う

風

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
を
も
っ
て
教
育
長
の

職
を
退
任
し
ま
し
た
肥
後
昌
幸
で
ご
ざ
い
ま

す
。
顧
み
ま
す
と
、
平
成
��
年
４
月
１
日
か

ら
、前
任
の
教
育
長
の
残
任
期
間
を
含
め
て
、

二
期
、
５
年
半
余
り
の
任
期
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
間
、
市
民
の
皆
様
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
垂
水
市
の
出
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
垂
水
を
始
め
、
肝
属
地
区
の
学

校
に
勤
務
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
教
育
長
と
い
う
立
場
で
微
力
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
垂
水
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
大
し
た
仕
事
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
少
し
で
も
故
郷
に
ご
恩
返
し
が
出

来
た
の
で
あ
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
す
。

　

色
々
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、
特

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で

平
成
��
年
に
市
内
４
つ
の
中
学
校
を
統
合

し
て
、
垂
水
中
央
中
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
現
在
、
生
徒
・
教
職
員
・
保
護
者
が
一

体
と
な
り
、
よ
り
良
い
中
学
校
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
４
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
「
垂

水
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
、
確
実
に

定
着
し
て
き
て
い
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

垂
水
市
」
に
な
る
よ
う
に
、
私
も
一
市
民
と

し
て
協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭和 16 年５月生（71 歳）
出身　垂水市中央町
昭和 35 年　県立鹿屋高校卒
昭和 40 年　鹿児島大学教育学部卒
昭和 40 年　溝辺町立玉利中学校教諭
　　　　　　　：
平成５年　曽於教育事務所長
平成７年　北薩教育事務所長
平成９年　県教委教職員課調整監
平成 10 年　大島教育事務局長
平成 12 年　鹿児島市立山下小学校長
平成 14 年　定年退職
平成 17・18 年度　垂水校区公民館長
平成 19 年　垂水市教育長就任
平成 24 年　垂水市教育長退任

肥後
昌幸

あり
がと
うご
ざい
まし
た！

前教育長

ひ ご ま さ Ώ き
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就任のご挨拶

喜びと責任

　

こ
の
度
、
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

長
濱
重
光
で
ご
ざ
い
ま
す
。
垂
水
市
の
教
育

行
政
を
担
う
こ
と
で
、
故
郷
の
教
育
に
携
わ

れ
る
喜
び
と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

垂
水
市
に
は
、
教
育
を
大
事
に
す
る
伝
統

と
「
人
の
子
も
我
が
子
も
地
域
の
子
」
と
い

う
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て

る
伝
統
的
な
地
域
の
教
育
力
が
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
豊
か
な
自

然
、
歴
史
や
郷
土
文
化
、
地
域
の
人
材
な
ど

教
育
的
資
源
も
豊
富
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
、
本
市
の
重
点
目

標
で
あ
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り

に
す
る
子
ど
も
」
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
激

動
す
る
社
会
の
中
で
、
規
範
意
識
を
養
い
、

自
ら
考
え
、
判
断
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
為
に
は
、
学
校
の
み
な
ら

ず
家
庭
や
地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
し
、
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
教
育
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
学
力

向
上
や
教
育
施
設
の
充
実
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭和 26 年 12 月生（61 歳）
出身　垂水市新城
昭和 45 年　県立垂水高校卒
昭和 49 年　熊本商科大学商学部卒
昭和 49 年　高山町立川上小学校事務職員
　　　　　　　　：
平成 13 年　県教委総務課
　　　　　   総務主幹兼秘書人事係長
平成 15 年　県教委学校教育課課長補佐
平成 18 年　県教委教職員課参事
平成 20 年　県教委総務福利課企画監
平成 22 年　県教委総務福利課長
平成 23 年　県教委参事兼総務福利課長
平成 24 年　定年退職
平成 24 年　垂水市教育長就任

長濱
重光

よろしくお願いします！

新教育長

な が は ま し げ み つ
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　　  三森浦
ほこ う

湖さんから洋画寄贈
　11 月 22 日（木）、垂水市出身で、現在は奈良県で活躍
されている日本画家・三森浦湖さんより作品２点が寄贈
されました。三森さんは、1979 年日展初入選「能登の畠」
や 1981 年フランス美術賞展、日仏展など数々のコンクー
ルへ出品。1987 年から研修のため渡仏し、帰国後作風が
変わり、色と形が美しく調和した自然をテーマに制作さ
れ、国内外で高く評価されています。寄贈いただいた作品
は、現在市役所本庁舎又は市内公共施設での設置を検討し
ております。三森さん、ご寄贈ありがとうございました。

１

２

　　  今年も同日開催！
　　  大野原いきいき祭り＆とんとこ祭り
　12 月９日（日）、垂水市の秋の風物詩「第３回大野原い
きいき祭り（場所：旧大野小中学校跡地）」と「第４回とん
とこ祭り（場所：旧垂水フェリー乗り場近く）」が開催され
ました。当日は、天候には恵まれたものの、例年よりも冷
え込んだ１日となりました。大野原いきいき祭りは、午前
９時のスタートにも関わらず、午前 8 時頃から入口に長蛇
の列が出来る人気ぶり。来場者のお目当ては、「つらさげ
いも」をはじめとする新鮮なお野菜、そして会場で食すこ
との出来る豚汁やお蕎麦など。一方、とんとこ祭りは、身
も心も温まるナミクダヒゲエビの味噌汁（300 食無料）や、

ヒメアマエビの素揚げ、ナミクダヒゲエビや海の桜勘が入った豪華海鮮丼などの販売が行われました。山の幸と海の幸を垂
水市内でいっぺんに楽しめる一日となりました。開催されたスタッフの皆様、楽しくおいしい一日をありがとうございました。

↑大野原いきいき祭り：開場は活気と食材に満ちていました！ ↑とんとこ祭り：エビの味噌汁や香ばしい素揚げ、どれも絶品でした！
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↑垂水中央中学校国語科教諭（左から）

　松﨑裕也教諭、松本康子教諭、新地知美教諭

←入賞した 23 名の生徒（１年生２名、２年生 11 名、

　３年生 10 名）。生徒たちの作品は、垂水市ホー

　ムページからご覧いただけます。

　※青の俳句大会については、12 月 1 日付け南日

　　本新聞にも掲載されています。

　　  エコクラフト手芸市民講座
　　  の活動が広がっています！
　皆さんは、エコクラフト手芸市民講座で作られている

「手提げバック」をご存じでしょうか。驚くべきは、これ
らの作品がすべて「紙紐＝エコクラフト」を活用した手作
りであり、その編み方は、講師の西尾佐代子さん（写真中
央）の完全オリジナルであること。佐代子さんはエコクラ
フトをはじめて７年目。多くの人に楽しんでほしいと市教
育委員会の市民講座を活用してエコクラフトの楽しさを
伝えています。最近では、鹿児島県民交流センターでの展
示会や市文化祭での体験講座も行っています。ご興味のあ
る方は、尋ねてみてはいかがでしょうか。

５

　　  南九州市かわなべ青の俳句大会で垂水中央中学校が初の学校賞を受賞！
　12月 8日（土）、南九州市川辺出身の俳人・福永耕二を偲ぶ「第14回南九州市かわなべ青の俳句大会（応募児童生徒60,550人・
109,727 句）」の表彰式が行われ、垂水中央中学校が学校賞に選ばれました。垂水中央中学校は、昨年に引き続き全校生徒が
応募し、うち 23 作品が入賞（特選 8 人・入選 15 人）したことが評価され、初の学校賞受賞へとつながりました。「言葉を大
切に出来る生徒の育成」と「入賞を目指すのではなく人間形成が大事」と話す国語科教諭の指導と、生徒の感性が実を結ん
だ形となりました。特選に選ばれた立山文也（２年）さんは、「いつもより良い作品が出来た手応えはありましたが、特選を
いただけるとは思ってもいませんでした。大変うれしいです」と話してくれました。受賞おめでとうございます。

3

　　  強いぞ！垂水メジャーボーイズ。
　　  今年 3回目の優勝、おめでとう！
　11 月 23 日（金）、24 日（土）に曽於市大隅町で開催さ
れた第10回大隅ワイルドキャッツ杯学童軟式野球大会で、
垂水メジャーボーイズ（永田健悟監督）が優勝しました。
準決勝の輝北軟式野球スポーツ少年団との対戦では最大 6
点差まであった点差を逆転、国分小軟式野球スポーツ少年
団との決勝戦では 1 点差まで詰め寄られる猛追をしのぎ、
見事優勝しました。副主将の徳留樹捕手（垂水小 6 年）は、

「自分たちにとっては、あと 2 大会しかないので、2 大会
とも優勝したいです！」と話してくれました。この勢いで、
最後の県大会でも優勝旗を勝ち取ってください！

４
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　　  鹿児島情報高等学校吹奏楽部
　　  全日本吹奏楽コンで金賞を受賞！
　12 月９日（日）、鹿児島情報高等学校吹奏楽部キャプテ
ンの小森なお子さんと東美紗さん（いずれも 3 年生・垂水
中出身）が市長室を表敬訪問されました。同部は 11 月１
日（木）、名古屋国際会議場で開催された第 60 回全日本
吹奏楽コンクールで見事、金賞に輝きました。本コンクー
ルは、全国 1,535 校の予選を勝ち抜いた 29 校が参加して
開催され、そのうち金賞は 11 校が受賞しました。同部の
演奏は、名古屋の地で多くの方の心に響いたことでしょう。
なお、本コンクールには、同部 2 年生の新福航さん（垂水
中央中出身）も出場しました。金賞おめでとうございます！

　　  水迫宮子さん、
　　  農山漁村女性活動功労者表彰受賞！
　11 月 16 日（金）、県民交流センターにおいて、垂水市
浜平在住の水迫宮子さんが、平成 24 年度農山漁村女性活
動功労者として県知事表彰されました。これは、農林水産
業の振興や地域活性化に功績のあった方を表彰するもの
です。水迫さんは垂水市で夫婦共同申請による第１号認定
農業者になるなど、パートナーシップを発揮した農業経営
や、４期 12 年の農業委員としての活動、新たな女性農業
委員誕生の道を開くなど、農村女性の人材育成に尽力され
たことなどが評価され、「経営部門」で表彰されました。

７ 　　  水迫勇樹消防士
　　  誕生日は親子で「119」。
　本市消防本部牛根分遣所に勤務する水迫勇樹さん（32）。
学生時代から鍛えている強靭な上半身がトレードマーク
のイケメン消防士です。水迫さんは昭和 56 年１月 19 日
生まれ。消防コール「119」と同じ数字の誕生日です。そ
んな水迫さんにこのたび、ご二男・佑駆君が誕生しました。
誕生日はなんと「11 月９日」。親子そろって「119」の誕
生日となりました。水迫さんは『親子そろって 119 とは
不思議な縁を感じます。立派な消防士になります！』と話
していました。佑駆君の健やかなご成長をお祈りします！

６

　　  （株）銀河さん、おもてなしの心。
　　  垂水千本イチョウにトイレを設置！
　11 月 23 日（金）、垂水千本イチョウの近くで道路工事
を施行している（株）銀河（池田豊已代表取締役）さんが、
地域貢献活動の一環として同イチョウ駐車場に簡易トイ
レを設置されました。これは道路工事中に付近を通過した
来園者からトイレ増設を望む声があったため、ボランティ
アで２基を設置されたものです。（株）銀河の皆さんは「多
くの方が来られるこの機会に、素晴らしいまちだと思って
いただきたいです。」と話されていました。簡易トイレは、
市が設置した３基と合わせた５基が 12 月 14 日（金）ま
で設置されました。おもてなしの心に感謝申し上げます。

８

↑設置されたトイレ　　　　↑株式会社銀河のみなさん

９
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　　  協和校区の赤ちゃん土俵入り！
　11 月 23 日（金・祝）、協和地区において「第 32 回協和地区文化祭」と「第 28 回協和地区相撲大会」が行われました。相
撲大会では、毎年恒例となっている「赤ちゃん土俵入り」が行われ、協和地区の満１歳までの子どもたちが、土俵に上がり
ました。この赤ちゃん土俵入りは、相撲大会に花を添える形で始まり、現在では子どもたちの健やかな成長を祈る地区の伝
統行事となっています。参加した子どもたちは、多くの住民に見守られながら、宮司によるお祓いを受け、また、手形・足
形を記念としてとっていました。子どもたちの健やかな成長をお祈りいたします。なお、垂水市内では協和地区のほか、上
ノ宮でも赤ちゃん土俵入りが 11 月 3 日に行われています。

10
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さらͬ とݟམとしがͪ なʮお஌らͤ ʯɻ
で΋େࣄな৘ใが٧まͬ いͯますʂݟಀさないでʂ

～今月、特に注目のインフォメーションはこの６つ！～

見逃せない

催物・イベント

お知らせ

1

4

相談

税制・納税

3

6

募集

福祉

2

5

催物・イベント
　　

エクレール

　　

お菓子放浪記

　

映
画
の
舞
台
は
石
巻
市
。
完
成
試

写
会
の
翌
日
に
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

船
頭
役
の
方
も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

垂
水
市
で
は
こ
の
映
画
の
垂
水
上
映

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
前
売
り

券
（
１
千
円
）
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

映
画
の
収
益
金
の
一
部
は
復
興
支
援

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■開催日時２
月
��
日
（
土
）
①
午
後
１
時
��
分
～

　
　
　
　
　
　
　

②
午
後
７
時
～

２
月
��
日
（
日
）
①
午
前
��
時
��
分
～

　
　
　
　
　
　
　

①
午
後
１
時
��
分
～

■場所

　

垂
水
市
文
化
会
館

■当日料金

　

大
人
：
１
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
：
８
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
庶

務
係
☎
内
線
１
２
５
／
垂
水
市
文
化
会

館
☎
��

－

７
５
５
１

エクレール
お菓子放浪記

市役所本庁舎身障者用
駐車場のご利用方法

しৄ͘ はԼϖʔジɣ

しৄ͘ は��ϖʔジɣ

法務局サンデー相談所
＆境界問題相談所

市県民税・国民健康保
険税等申告相談

しৄ͘ はࠨ ϖʔジɣ

しৄ͘ は��ϖʔジɣ

建設工事等・物品調達
等の指名競争入札参加

糖尿病予防栄養教室

しৄ͘ はࠨ ϖʔジɣ

しৄ͘ は��ϖʔジɣ

第１回和田英作画伯記念たるみず市芸術祭
　

こ
の
芸
術
祭
は
、
例
年
開
催
さ
れ

て
い
た
「
垂
水
市
市
民
洋
画
展
」・「
垂

水
市
市
民
写
真
展
」
を
統
一
し
た
も

の
で
、
第
１
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
桜
島
の
大
正
大
噴
火

が
起
こ
っ
た
大
正
３
年
（
１
９
１
４

年
）
１
月
��
日
に
ち
な
み
、「
桜
島
大

正
大
噴
火
～
あ
れ
か
ら
��
年
～
」
と

テ
ー
マ
を
定
め
、
桜
島
に
関
す
る
洋

画
や
写
真
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
多

く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■テーマ

　

桜
島
大
正
大
噴
火

　
　
　
　
　

～
あ
れ
か
ら
��
年
～

■場所

　

森
の
駅
た
る
み
ず

■期間

　

１
月
��
日（
土
）～
��
日（
土
）

■展示内容

　

洋
画
・
写
真

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
文
化
会

館
☎
��

－

７
５
５
１
／
社
会
教
育
課

☎
��

－

０
２
２
４

１
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しまものがたり

２

オドルトギ
　

か
ご
し
ま
文
化
芸
術
活
性
化
助
成

事
業
と
し
て
公
演
が
決
定
し
た
オ
ド

ル
ト
ギ
は
、
ソ
ウ
ル
子
ど
も
演
劇
賞

最
優
秀
作
品
賞
、
最
高
人
気
賞
、
演

出
賞
、
俳
優
賞
を
受
賞
し
た
話
題
作

で
す
。
オ
ド
ル
ト
ギ
と
は
、
済
州
の

島
を
象
徴
す
る
代
表
的
な
民
謡
と
し

て
美
し
い
島
の
風
景
と
人
々
の
生
活

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■開催

　

�
月
��
日
（
土
）

■時間

　

午
後
６
時
～

■場所

　

垂
水
市
市
民
館

■入場

　

３
歳
以
下　

無
料

　

４
歳
以
上　

前
売　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日　

１
５
０
０
円

■劇団

　

劇
団
ザ
パ
リ
研
究
所

　
　
　
　
（
韓
国
・
チ
ェ
ジ
ュ
島
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
か
ご
し
ま
子
ど

も
芸
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

－

��

－
１
４
７
８

募集
　
　

平
成
25
・
26
年
度
建
設

　
　

工
事
等
・
物
品
調
達
等

　
　

の
指
名
競
争
入
札
参
加

　
　

希
望
受
付

■申込期間
　

平
成
��
年
２
月
１
日
（
金
）
～

　

平
成
��
年
３
月
��
日
（
日
）

■受付方法
　

郵
送
・
持
参
（
郵
送
の
場
合
、
３

月
��
日
消
印
有
効
。
持
参
の
場
合
、土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
。）

■建設工事等①申請書

　

垂
水
市
様
式

※
国
土
交
通
省
・
県
様
式
で
も
可

②有効期間
　

平
成
��
年
８
月
１
日
～

　

平
成
��
年
７
月
��
日

■物品調達等①申請書

　

垂
水
市
様
式

②有効期間
　

平
成
��
年
４
月
１
日
～

　

平
成
��
年
３
月
��
日

※
垂
水
市
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
ほ

か
、
財
政
課
で
も
配
布
致
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
財
政
課

契
約
管
財
係
☎
内
線
２
２
２

２

３

垂水市特別支援教育支援員の募集
　

小
・
中
学
校
に
在
籍
し
、
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
習
活
動

支
援
、
学
校
生
活
全
般
の
安
全
管
理

や
介
助
等
を
行
う
「
特
別
支
援
教
育

支
援
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

■応募資格等次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
教
員
免
許
状
を
持
っ
て
い
る
方

②
福
祉
関
連
業
務
の
経
験
の
あ
る
方

③
特
別
支
援
教
育
の
経
験
や
関
心
の

あ
る
方

■募集期間

　

※
選
考
日
３
月
３
日
（
日
）

　

２
月
４
日
（
月
）
～
��
日
（
月
）

■
選考方法

　

書
類
審
査
・
面
接

■選考会場

　

垂
水
市
市
民
館

■
雇
用
期
間　

平
成
��
年
４
月
８
日

（
月
）
～
平
成
��
年
３
月
��
日
（
火
）

■
勤
務
日
数　

２
０
０
日
以
内
（
１

日
８
時
間
、月
～
金
）（
８
月
は
除
く
。）

■勤務場所

　

垂
水
市
立
小
・
中
学
校

■給与

　

日
額
８
６
０
０
円

※
給
与
に
は
、
所
得
税
・
社
会
保
険

料
等
を
含
み
ま
す
。
社
会
保
険
、
厚

生
年
金
、
雇
用
・
労
災
保
険
に
加
入
し
、

交
通
費
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
学
校
教

育
課
☎
��

－

７
２
１
３

相談
　
　

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相

　
　

談
所
＆
県
下
一
斉
！

　
　

境
界
問
題
相
談
所

■開催

　

１
月
��
日
（
日
）

■時間

　

午
前
��
時
～
午
後
４
時

■場所

　

鹿
屋
市
中
央
公
民
館

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員

■相談内容①
登
記
（
土
地
・
建
物
の
売
買
・
相

続
等
、
土
地
の
境
界
問
題
、
不
動
産

登
記
関
係
全
般
、
会
社
・
法
人
の
設
立
、

役
員
変
更
等
の
登
記
関
係
全
般
）

②
戸
籍
・
国
籍
（
出
生
・
婚
姻
・
養

子
縁
組
・
帰
化
等
の
問
題
）

③
供
託
（
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の

弁
済
の
た
め
に
す
る
供
託
等
の
問
題
）

④
人
権
（
家
庭
内
暴
力
、
家
族
間
の

問
題
、
差
別
、
い
じ
め
、
遺
言
な
ど

の
問
題
）

■
そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
相
談

で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
地
方
法

務
局
鹿
屋
支
局
☎
��

－

６
７
９
０
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■身障者用駐車場とは
　

こ
の
駐
車
場
は
、
文
字
ど
お
り
身

体
に
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、

妊
産
婦
の
方
な
ど
歩
行
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
方
の
た
め
の
駐
車
場
で
す
。

利
用
に
は
、
身
障
者
用
駐
車
場
利
用

証
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）

を
お
持
ち
の
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■駐車場利用の際のお願い
　

市
役
所
に
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
駐
車
場
を
３

箇
所
設
け
て
お
り
ま
す
。
駐
車
の
際

は
、
身
障
者
用
駐
車
場
又
は
そ
の
周

辺
に
駐
車
し
て
い
な
い
か
ご
確
認
の

上
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち
で
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
児

童
障
害
者
係
☎
内
線
１
２
４
・
１
２
７

／
財
政
課
契
約
管
財
係
☎
内
線

２
２
２

弁護士による無料法律相談
　

様
々
な
問
題
の
ご
相
談
を
鹿
児
島

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
有
志
で

結
成
し
た
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
の
弁

護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

■相談日

　

毎
月
第
４
木
曜
日

■時間

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■場所

　

垂
水
市
社
会
福
祉
協
議
会

■相談方法

　

弁
護
士
に
よ
る
面
談

■相談料

　

�

無
料

■受付方法

　

�

事
前
電
話
予
約

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
ひ
ま
わ

り
の
会
事
務
局
（
代
表
弁
護
士
西
村

徹
）
☎
０
９
９

－

２
２
７

－

０
０
４
１

お知らせ
　　

市役所本庁舎

　　

身障者用駐車場の

　　

ご利用方法

■最近の利用状況
　

市
役
所
本
庁
舎
正
面
に
は
、「
身
障

者
用
駐
車
場
」
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
近
、
利
用
対
象
者
以
外
の

方
が
駐
車
さ
れ
、
本
来
の
利
用
者
が

使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平成

25
年

住宅・土地統計調査■単位区設定はじまります。①単位区設定はじまります。
　

総
務
省
で
は
、
２
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
単
位
区
設

定
事
務
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平

成
��
年
に
行
う
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
先
立
ち
、
調
査
区
域
を
明
確
に

し
、
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
結
果
精

度
の
向
上
の
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

②
調
査
地
域　

国
勢
調
査
区
の
う
ち

総
務
大
臣
が
指
定
す
る
調
査
区
。

③
調
査
対
象　

指
定
さ
れ
た
調
査
対

象
地
域
に
あ
る
「
住
宅
」
と
「
住
宅

以
外
で
人
が
居
住
す
る
建
物
」。

④
調
査
方
法　

１
月
か
ら
、
指
導
員

が
調
査
地
域
に
伺
い
、
一
戸
建
て
の

住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
物
内

の
住
戸
数
や
、
寮
・
旅
館
・
事
務
所

な
ど
の
居
住
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

■標語キャッチコピー①
募
集
内
容　

調
査
意
義
や
重
要
性

へ
の
理
解
を
深
め
、
調
査
が
正
確
か

つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
標
語
（
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。
入
選

作
品
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な

ど
で
広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

②
応
募
条
件　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
作
品
は
、
自
作
で
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
点

数
は
、
１
人
１
作
品
と
し
ま
す
。

③
応
募
方
法　

は
が
き
又
は
メ
ー
ル

に
作
品
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
く
だ
さ
い
。

④ 

賞　

特
選
１
点
、
入
選
３
点
な
ど

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
省

統
計
局
国
勢
統
計
課
住
宅
・
土
地

調
査
広
報
担
当
☎
��

－

５
２
７
３

－

１
０
０
５
（
〒
１
６
２

－

８
６
６
８

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
��

－

１
、

KZVUBLVIZPHP!
TPVN

V�HP�KQ

）

牧之原養護学校作品展
　

牧
之
原
養
護
学
校
の
生
徒
が
作
成

し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

■校内展示
　

１
月
��
日
（
水
）
��
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

１
月
��
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時

■校外展示①
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

２
月
６
日
（
水
）
～
��
日
（
金
）

②
鹿
児
島
空
港
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

３
月
１
日
（
金
）
～
��
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
牧
之
原
養
護
学

校
☎
０
９
９
５

－

��

－

２
６
６
２

4

国道 220 号

県道

71
号

市໾ॴ
ຊிࣷ

市໾ॴ
ผؗ

ਖ਼໘ؔݰ

ফ๷
ຊ෦

至鹿屋市 至桜島

Ұൠறं ৔②

Ұൠறं ৔③
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国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、「
口

座
振
替
の
前
納
」
が
お
得
で
す
。
平

成
��
年
度
で
現
金
納
付
と
比
較
す
る

と
次
の
よ
う
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

■１年前納の場合（１年分）①
現
金
納
付　

割
引
額
３
１
９
０
円

②
口
座
振
替　

割
引
額
３
７
７
０
円

■
６
月前納の場合（

６
ヶ月分）

①
現
金
納
付　

割
引
額
７
３
０
円

②
口
座
振
替　

割
引
額
１
０
２
０
円

■毎月払いの「早割」①
口
座
振
替
の
み　

割
引
額
��
円

　

通
常
の
毎
月
払
い
で
は
、
翌
月
末

振
替
で
、
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

早
割
（
当
月
末
振
替
）
に
さ
れ
る
と
、

割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
（
前
納

等
も
）
の
お
手
続
き
は
、
２
月
末
ま

で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
年
金
事
務

所
☎
��

－

５
１
２
１

健康
　
　

糖
尿
病
予
防
栄
養
教
室

　

食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
に
よ
る

糖
尿
病
予
防
栄
養
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■開催

　

２
月
８
日
（
金
）

■時間

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■場所

　

垂
水
市
市
民
館

■
内
容　

糖
尿
病
と
は
、
肥
満
予
防
、

身
体
活
動
・
生
活
改
善
、
調
理
実
習

■対象

　

��
代
～
��
歳
代
計
��
名

■参加

　

無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■申込期限

　

１
月
��
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

大隅地域福祉の職場ミニ就職面談会■開催

　

１
月
��
日
（
木
）

■時間

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■場所

　

曽
於
市
末
吉
中
央
公
民
館

■
対
象　

一
般
求
職
者
、
平
成
��
年

春
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予

定
者
及
び
福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者

■内容

　

就
職
面
談
、
求
職
登
録
相
談

■参加

　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９

－

２
５
８

－

７
８
８
８

低線量

ＣＴ

肺がん検診

　

鹿
児
島
県
は
低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん

検
診
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
低
線
量
Ｃ
Ｔ　

従
来
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
よ
り
が
ん
発
見
率
が
高
く
、

被
曝
量
が
少
な
い
検
診
で
す
。

■
対
象　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
��

歳
以
上
（
受
診
日
時
点
）
の
方

■
受
診
方
法　

①
登
録
医
療
機
関
に

受
診
日
等
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
受

診
し
て
下
さ
い
。
②
受
診
の
際
は
、

必
ず
生
年
月
日
と
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■検診費用
　

自
己
負
担
額
３
１
５
０
円

　

※
本
来
費
用
は
８
５
０
０
円
以
上

■
実
施
期
間　

３
月
末
（
定
員
は
県

内
８
千
人
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

平成

25
年度

保育所入所の面接
　

お
子
様
の
保
育
所
入
所
希
望
を
出

さ
れ
た
方
は
次
の
日
程
で
面
接
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
面
接
は
２

月
８
日
（
金
）
ま
で
保
健
福
祉
課
で

も
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

①慈恩保育園

　
　

１
月
��
日
（
水
）

　

午
前
９
時
��
分
～
午
前
��
時
��
分

②水之上保育園

　

１
月
��
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

③西宝寺保育園

　

１
月
��
日
（
水
）

　

午
前
９
時
��
分
～
午
前
��
時
��
分

④和光保育園

　
　

１
月
��
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

⑤新城保育園

　
　

２
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
��
分
～
午
前
��
時
��
分

⑥
さ
ざ
な
み
保
育
園　

２
月
１
日（
金
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■面接日までにご提出ください。①
平
成
��
年
分
源
泉
徴
収
票
・
確
定

申
告
書
の
写
し
等
、
就
労
証
明
書
等

②
平
成
��
年
１
月
１
日
現
在
市
外
に

居
住
し
て
い
た
方
は
、
前
住
地
の
市

町
村
役
場
よ
り
平
成
��
年
度
税
額
が

わ
か
る
住
民
税
額
証
明
書
等
を
お
取

り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
児

童
障
害
者
係
☎
内
線
１
２
４
・
１
２
７

５

↓低線量ＣＴ肺がん検診の主な一次検診機関

県内 66 箇所の一次検診機関が設けられ、県ホームページからご
確認いただけます。なお、垂水市内には該当病院はございません。

医療機関名 所在地 連絡先
今給黎総合病院 鹿児島市 099-226-2211

南風病院 鹿児島市 099-226-9111

国分生協病院 霧島市 0995-45-4806

清水内科 霧島市 0995-47-7173

県民健康プラザ 鹿屋市 0994-42-5101

池田病院 鹿屋市 0994-43-3434

福田病院 鹿屋市 0994-43-4191
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平
成
25
年
度
市
県
民

　　

税
・
国
民
健
康
保
険

　　

税等申告相談

■申告相談期間１
月
��
日
（
木
）
～
３
月
��
日
（
金
）

※
下
記
公
民
館
な
ど
で
の
相
談
期
間

中
は
、
市
役
所
職
員
が
各
会
場
に
出

向
い
て
お
り
、
市
役
所
で
の
申
告
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
を
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を

添
え
て
市
役
所
税
務
課
ま
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■申告書送付日

　

１
月
中
旬
頃

※
振
興
会
を
通
じ
て
、
申
告
が
必
要

な
方
に
申
告
書
を
配
布
し
ま
す
。

必
要
事
項
の
ご
記
入
、
必
要
書
類
の

準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
申
告
書
の
送
付
が
な
く
て
も
、
��
年

中
の
所
得
に
よ
り
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
告
対
象
者　

平
成
��
年
１
月
１

日
現
在
垂
水
市
在
住
で
昨
年
中
に
収

入
が
あ
っ
た
方

※
収
入
の
な
い
方
で
も
、
扶
養
に
入
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

や
、
収
入
が
給
与
所
得
の
み
で
年
末

調
整
に
よ
り
所
得
税
の
精
算
が
終
了

日時
午前（９時～ 11時 30 分） 午後（１時 30分～４時）
対象地域 会　場 対象地域 会　場

１月 31日（木） 年金申告相談 市民館大ホール 年金申告相談 市民館大ホール

２月

１日（金） 上園・川下・中園・中村 境地区公民館 大園・田村・上芦戸・下芦戸 境地区公民館

４日（月）
浮津 浮津公民館

上ノ原・二川 牛根地区公館
中浜 中浜公民館

５日（火）
大中野・小中野・上ノ村 辺田公民館 牛根麓（東小路・中小路・宮崎小路） 牛根麓公民館

深港 深港公民館 岳 野 岳野公民館

６日（水） 小浜・脇登・迫田・岡・源園・大浜 協和地区公民館
恵比寿・崎山・東和田・西和田
飛岡・温泉場・松元 

協和地区公民館

７日（木） 下園・上ノ中・浜一・浜二 中俣公民館 瀬角一・瀬角二・脇田一・脇田二 中俣公民館
８日（金） 上市木・中市木 中市木公民館 下市木３・下市木２・下市木１ 下市木公民館

12日（火） 上元垂水１、２・中元垂水１ 元垂水公民館 中元垂水２・下元垂水１、２ 元垂水公民館

13日（水）
野久妻 野久妻公民館

城山団地 城山団地公民館
田上 振興会長宅

14日（木） 内ノ野・新光寺・井川・田畑 今川原公民館 上馬込・下馬込・今川原・段 今川原公民館

15日（金）
上ノ宮・上新御堂・下新御堂・牧
水之上団地・水之上定住促進住宅

三和センター
上水之上・下水之上
本高城・上本城・下本城

三和センター

18日（月） 港・黒瀬・芝原・潮彩町 浜平公民館 上俣江・下俣江・葛迫・尾迫 浜平公民館

19日（火） 上馬場・上犬之馬場・敷根町 市民館大ホール 上町・下福町・下町 市民館大ホール

20日（水） 本町・栄町 市民館大ホール 早馬・上松原・下松原 市民館大ホール

21日（木） 旭町・県営住宅・県営下宮 市民館大ホール
下宮町・錦江町

市民館大ホール
錦江町定住促進住宅

22日（金） 蛸迫・上原田・下原田・平之町 市民館大ホール
上中馬場・下中馬場
上後馬場・下後馬場

市民館大ホール

25日（月） 錦町・新生・西一・西二 柊原地区公民館
西中・上東・下東

柊原地区公民館
並松・上比良

26日（火）
下比良・江良迫・西比良
比良・上中村

柊原地区公民館
下中村・上市之園
下市之園・柊原下

柊原地区公民館

27日（水）
小谷・浦川内上・浦川内下 浦川内公民館 宮脇上・宮脇下

諏訪上・諏訪下・大都
諏訪公民館

高塚 振興会長宅
28日（木） 大浜上・大浜中・大浜下 新城地区公民館 感王寺・田中川内（横間・田平・宇住庵） 新城地区公民館

３月
１日（金）

大野原・高峠 大野地区公民館
麓上・麓下（15：30まで） 新城麓公民館

垂桜・駒ヶ丘（10：30まで） 垂桜公民館

４日（月）～15日（金） 市役所税務課 上記期間に申告できない方

6

↓申告相談期間と場所ʤ
��
税のਃࠂは̏ �݄�೔ʢۚ ʣまでにࡁまͤ ましΐうʂʥ

※１月 31日（木）から３月１日（金）は、市役所内に申告相談に対応する職員が居ませんので、地域の申告会場で申告をお願いします。
当日都合の悪い方は、都合の良い日に近くの申告会場で申告されるか、3月 4日（月）から 3月 15 日（金）までに市役所で申告してください。
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し
、
事
業
所
よ
り
給
与
支
払
報
告
書

が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き

ま
す
。

※
��
歳
未
満
の
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
扶
養
申
告
は
必
要
で
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の　

申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
告
相
談
日

に
次
の
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

①
市
申
告
書
・
確
定
申
告
書
（
※
）

②
印
鑑
（
み
と
め
可
）

③
障
害
者
手
帳
等
（ň

障
害
者
控
除
対

　

象
認
定
書
」
で
も
障
害
者
控
除
を

　

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

④
収
入
額
と
経
費
が
証
明
で
き
る
も
の

⑤
平
成
��
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料

　

の
支
払
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

　

平
成
��
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
、

　

介
護
保
険
で
受
け
た
各
種
サ
ー
ビ

　

ス
の
領
収
書
、
ま
た
、
保
険
金
等

　

で
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の

　

金
額
が
わ
か
る
も
の
。
領
収
書
は
、

　

医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
、
必
ず

　

合
計
金
額
を
出
し
て
下
さ
い
。

※
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
者
等
が
送

　

付
さ
れ
た
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

■平成

24
年分から適用される

生命保険料控除の改正ポイント①
従
前
の
「
一
般
生
命
保
険
料
控
除
」

　
「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」
に
加
え
、

　
「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」
が
新
設
。

②
各
控
除
区
分
の
適
用
限
度
額
・
制

　

度
全
体
で
の
適
用
限
度
額
の
変
更

　
「
一
般
生
命
保
険
料
控
除
」「
個
人

年
金
保
険
料
控
除
」
の
適
用
限
度

額
が
、
所
得
税
４
万
円
・
住
民
税

２
万
８
千
円
に
変
更
と
な
り
、
新
設

さ
れ
る
「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」

も
同
額
と
な
り
ま
す
。

　

制
度
全
体
で
の
所
得
税
の
所
得
控

除
限
度
額
が
、
��
万
円
に
拡
充
さ
れ

ま
す
。
住
民
税
は
限
度
額
７
万
円
の

ま
ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■申告の必要性①
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

　

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

料
の
賦
課
資
料
と
な
り
ま
す
。

②
国
民
年
金
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
公

　

営
住
宅
等
の
申
請
等
に
必
要
な
証

　

明
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

③
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免
除

　

さ
れ
る
「
申
請
免
除
」
を
受
け
る

　

場
合
に
も
申
告
が
必
要
で
す
。

■農業所得の申告

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
支
計
算

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
次
の
資
料

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
昨
年
１
年
間
の
収
入
と
経
費
が
分

　

か
る
も
の

②
農
協
・
市
場
・
出
荷
業
者
か
ら
の

　

出
荷
証
明
書

③
必
要
経
費
の
領
収
書

※
自
家
保
有
米
は
収
穫
量
で
計
算
。

　

昨
年
の
収
穫
量
を
計
上
く
だ
さ
い
。

■肉用牛の販売農家の方へ申
告
時
の
必
要
資
料

①
肉
用
牛
の
売
却
証
明
書

②
牛
飼
育
の
必
要
経
費
の
領
収
書

③
販
売
精
算
通
知
書

④
子
牛
奨
励
金
等
、
収
入
額
の
分
か

　

る
も
の

⑤
鼻
紋
登
録
証
等
の
牛
の
状
況
が
分

　

か
る
も
の

⑥
家
畜
共
済
保
険
料
の
領
収
書
等

⑦
牛
の
状
況
に
つ
い
て
記
入
し
た
も
の

■その他確定申告会場①
会
場

　

鹿
屋
税
務
署
（
鹿
屋
合
同
庁
舎
）

②
期
間
・
時
間

　

２
月
１
日
（
金
）
～
３
月
��
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

③
連
絡
先　

☎
��

－

３
１
２
７

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
税
務
課
市
民
税

係
☎
内
線
１
３
０
・
１
３
１

↓生命保険料控除の改正ポイント

新制度では「一般生命保険料」「介護医療保険料」「個人年金保険料」の住民税の所得控除限
度額はそれぞれ 2.8 万円ですが、合計した場合は 7万円が限度額となります。

چ੍ ౓
平成 23年 12 月 31 日以前に
締結した保険契約など

৽੍ ౓
平成 24年 1月 1日以降に
締結した保険契約など

Ұൠੜ໋ อݥ料߇আ
【適用限度額】
所得税：4.0 万円
住民税：2.8 万円

Ұൠੜ໋ อݥ料߇আ
【適用限度額】
所得税：5.0 万円
住民税：3.5 万円

介ޢҩྍ อݥ料߇আ
【適用限度額】
所得税：4.0 万円
住民税：2.8 万円

ਓ೥ۚݸ อݥ料߇আ
【適用限度額】
所得税：4.0 万円
住民税：2.8 万円

ਓ೥ۚݸ อݥ料߇আ
【適用限度額】
所得税：5.0 万円
住民税：3.5 万円

のͦଞอݥ料
生命保険料控除の対象外
となる特約など

合計適用限度額
所得税：12万円・住民税：7万円

合計適用限度額
所得税：10万円・住民税：7万円

৽設
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※
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
／
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
広
報
誌
で
の
お
便

り
の
ご
紹
介
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
な
ら
び
に
統
計
資
料
作
成
以
外
の
目
的
で
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
便
り
を
広
報
誌
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
や
統
計
資
料
作

成の際には、個人を特定できる情報を削除した上で活用させていただきます。

郵送の際は
お手数ですが
50円切手を

お貼りください。
目安箱への投函の
際は切手は不要。

������２
垂水市্ݝౡࣇࣛ ொ���൪地

垂水市૯຿՝ൿॻ޿ใ܎಺

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　　　   　◎年齢　　　　　　　◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※プレゼント番号に○をしてください。
　ご希望の方は必ず氏名・住所・連絡
　先をご記入ください。（　　   ）　 　－

男　・　女

１ɾ２ɾ̏

歳

都道
府県

市区
郡

垂水市ではɺ޿ใࢽのごײ૝΍市௕へのメοセʔジなどಡऀ の皆様からのおศΓをお଴ͪ しͯ おΓますɻ
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報誌お便り係（垂水市総務課秘書広報係）

■お便り方法　下様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けており

　　　　　　　ますが、プレゼントをご希望される方は、下様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）

　　　　　　　の全てをご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。

■紹介・回答　お便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報紙でご紹介させていただく場合があります。また併せてそ

　　　　　　　のご回答・お返事も掲載させていただきます。また封書での回答をご希望された方へは、封書でお送りいたします。

※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。

　　お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント／

　　　１特集　　２映画情報　　３NEWS　　4おいしいおはなし　　５絶妙景観　　6シリーズ郷土芸能　　7図書
　　　８お知らせ　　9まちの話題　　10お便り・プレゼント　　11たるみずキッズ・スマイル・ルーム

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。読者の声にお応えして平成 24年５月号からお便り用紙を大きくしました。

5"36.*;6
1045
$"3%

ಲとΖက݊ʦࠇ①
�
� 様໊

�
ʧ

「おいしいおはなし」のもりやすラーメ
ン「黒豚とろ丼」2,000 円分を２名様に。

②ಓのӺಛ産඼セοτʦ２໊ 様ʧ
道の駅たるみずの特産品セット 3,000 円相
当をクール便で２名様に。

③৽೥মயセοτʦ� 様໊ʧ
種子島焼酎「甘露（900ml）」と本格焼酎「伊
佐錦白＆黒（各 100ml）」をセットで１名に。

※黒豚とろ丼2,000円分を２名様に！
　（1 枚 500 円× 4 枚＝ 2,000 円）

Ԡื క੾ɿฏ੒��೥� �݄�೔ʢՐʣ

広報誌お便り係　行　（1月号）

※ブリカマ・カンパチ腹骨・かりんとう・あくまき・
黒糖ピーナッツ・いんげんポタージュ・びわゼリー



おศΓ̱ 市௕へのメοセʔジ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  ʢ　はい　ɾ　いい͑ 　ʣ
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

３市長に対するメッセージについて、封書での回答を希望されますか？　  ʢ　はい　ɾ　いい͑ 　ʣ
　※表面のご氏名・ご住所等を必ずご記入ください。

→表の説明をお読みの上、ご記入をお願いいたします。
　

な
お
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ご
記
入
が
無
い
場
合
、
原
則
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
の
対
象
外
と

　

なりますのでご注意ください。

ϓϨθンτԠื క੾ɿฏ੒��೥� �݄�೔ʢՐʣ˞ ౰೔ফ印༗ޮ

うぶ声出
生
児　
　
　

�

保
護
者　

�

振
興
会

森
木
田��

凛り
ん　
　

陵　
　

� 　

小
中
野

鍋
多��

仁じ
ん
や矢　
　

涼
矢　
　

�

浮
津

上
野��

敦あ
つ
き生　
　

潤
也　
　

�

水
之
上
団
地

岩
元��

壱い
っ
さ実　
　

真
也　
　

�

温
泉
場

寺
田��

颯そ

ら良　
　

洸
平　
　

�

敷
根
町

横
峯��

李も
も
か香　
　

吏　
　

� 　

下
中
馬
場

大
薗��

璃り
あ
ん愛　
　

翔　
　

� 　

城
山
団
地

米
田��

樹じ
ゅ
り里　
　

雄
貴　
　

�

上
本
城

水
迫��

佑た
す
く駆　
　

勇
樹　
　

�

葛
迫

濵
田��

俊し
ゅ
ん
す
け
介　
　

真
士　
　

�

上
犬
之
馬
場

おくやみ氏
名　
　
　

� 　

歳　

振
興
会　
　
　

喪
主
名

児
玉��

ハ
ル
ケ
サ　

���　

下
後
馬
場　

児
玉��

正
幸

川
元��

虎
重　
　
　

��　

浜
２　
　
　

川
元��

エ
イ

川
畑��

ヒ
メ　
　
　

��　

下
比
良　
　

ʕ

平
成
��
年
��
月
届
け
分

中
原��

フ
ヂ
子�� 　

��　

下
中
村　
　

大
迫��

一
道

新
屋��

サ
ツ　
　

��

��　

松
尾　
　
　

新
屋��

幸
二

池
田��

サ
ミ
子　

��

��　

並
松　
　
　

池
田��

涼
一

池
田��

美
好　
　

��

��　

下
東　
　
　

池
田��

多
美

別
府��

幸
子　

�� 　

��　

今
川
原　
　

別
府��

典
久

北
村��

文
子　

�� 　

��　

浜
１　
　
　

北
村��

宏
史

永
田��

政
子　

�� 　

��　

上
比
良　
　

永
田��

道
男

馬
籠��
重
男　

�� 　

��　

下
馬
込　
　

川
南��

篤
子

小
野
田
ユ
キ
エ　

��　

上
元
垂
水
２　

小
野
田
初
男

篠
原��

カ
ズ　

�� 　

��　

上
東　
　
　

篠
原��

純
男

脇
田��

サ
ヨ　

�� 　

��　

栄
町　
　
　

脇
田��

政
吉

西��

ミ
ギ
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※ 6月号から、喪主のお届けがない場合は「－」で表示しています。

※「うぶ声」と「おくやみ」は、掲載依頼を行われた方のみ
　

掲載しています。また、掲載順は届出順となっています。



毎月、お便りありがとうございます！
このコーナーは、お便り・アンケートを通じてお寄せいただいた読者の声をご紹介し、本市
からの返事を掲載する「読者と市とのコミュニケーション」コーナーです。

৿ҏଂラϒ
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��୅ঁ ੑ

総務課
秘書広報係

総務課
秘書広報係

総務課
秘書広報係

私は、鹿屋市に住んでいますが、垂水で働かせて頂いています。垂水で働くようになってから、
この広報誌に出会い愛読しています。とてもおしゃれで読みやすく、映画クーポンや抽選もあり、
鹿屋もこんな広報誌になったらいいのにと思います。市長も明るくて話しやすくて、仕事熱心で、
市民にしっかり耳を傾けていらっしゃる姿、素晴らしいです。そんな垂水がとても好きになりま
した。これからも頑張って下さい。

森伊蔵ラブさん、お便りありがとうございます。広報誌を愛読していただき職員一同大変嬉しく
思っております。映画クーポンは県内では本市だけの取り組みでございます。全国的に見ても同
様な事例は無かったと思います。皆様に喜んでもらいたいと始めた企画が皆様に受け入れられ、
ほっとしております。これからも更なるパワーアップを目指してがんばりたいと思います！

ਓ̐のママ
さΜ
垂水市
��୅ঁ ੑ

初めてお便りします。垂水に嫁に来て 23 年目になる４人の子の母です。毎月広報誌を楽しみに
してます！！県外の身内が鹿児島に帰ってきた時に見せたいと思いました。垂水高校に長女が
通っているので、下の子が高校生になるまでは、高校が残っててほしいと願ってます。

４人のママさん、お便りありがとうございます。広報誌ぜひ、ご親戚やご友人にお見せください。
そして「こうしたらもっと良くなる」などアイデアがございましたら、お便りやお電話でもいた
だければと思います。垂水高校存続については、今年度「TARUTAMA」というフリーマガジンを
生徒と一緒になって作らせていただきました。来年度も様々な取り組みが計画されております。
市民の皆様からのご声援が高校存続につながりますので、今後とも御協力をお願いいたします。

4�5さΜ
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毎月、国分の図書館で拝見させていただいています。シリーズ文化財のコーナーは、いつも楽し
みに見ています。垂水という町がどのような形で出来て、今があるのかわかる特集があるといい
ですね。例えば市制施行した時のこととか、明治、大正、昭和の風景、写真を掲載してみては？

S.T さん、お便りありがとうございます。シリーズ文化財は、本市教育委員会社会教育課文化係
と広報で共同で掲載しているコーナーです。歴史・文化の特集につきましては、平成 23 年 10 月
号で「垂水島津家林之城築城四百年記念」を組んでおりますが、今年は掲載出来ておりませんで
した。年に１回は歴史・文化特集が組めるように、今後計画していきたいと思います。貴重なア
イデア、ありがとうございました！
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λΠτϧࢽใ̞޿
デザイン性を高め、敬遠しがちな若い世代にも読んで
いただくためにローマ字表記を採用しています。

のൃࢽใ̞޿ ίετのදࣔߦ
広報誌は、市民の皆様の税金で作られています。心を
込めて作る中で、そのコストを意識し、また市民の皆
様にも大事に取り扱っていただくための「きっかけ」づ
くりとして、広報誌１冊あたりのコスト（製作費）を、
表紙右上と下記に表示しております。なお、このコスト
には人件費は含まれておりません。

ಡしまͤߪظを定ࢽใ̞޿ Μか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧めしており
ます。お申し込みは、総務課秘書広報係まで。

（年間購読料1,500 円）

しまͤࡌܝをࠂ̞޿ Μか？
1枠（縦 110mm×横 85mm）18,400 円から表紙裏
などのページに有料広告を展開しています。お得な長
期割引や市内割引もございます。お申し込みは、本市
代理店（（有）垂水中央印刷　0994-32-0315）まで。

શൠへのお໰い߹わͤࢽใ̞޿ ઌ
垂水市役所（総務課秘書広報係）
〒891-2192　鹿児島県垂水市上町 114 番地
TEL：0994-32-1111（代表）、FAX：0994-32-6625

Information

［ 広報たるみず ］
ࠓ݄˝ ߸ίετ　1冊　　　   円（1ページ単価 1.04 円）��

月 日 曜日 病院名 連絡先

1

1 火 垂水中央病院 32-5211

2 水 東内科小児科クリニック 32-5522

3 木 垂水中央病院 32-5211

6 日 たじつ牛根医院 36-3737

13 日 垂水中央病院 32-5211

14 月・祝 ふくまる皮フ科 32-7771

20 日 垂水中央病院 32-5211

27 日 牛根中央クリニック 34-2022

2

3 日 垂水中央病院 32-5211

10 日 桑波田医院 32-1825

11 月・祝 垂水中央病院 32-5211
17 日 池田温泉クリニック 32-6161

24 日 垂水中央病院 32-5211

推計人口（12月 1日現在）／企画課　☎内線 246

①総人口　16,570（-8）　  ②世帯数　7,290（-5）
③男　性　  7,617（-2）　  ④女　性　8,953（-6）
※（　　）は前月に対する増減数を示しています。

市役所の業務時間／市民課　☎内線 143

①通常の業務時間　８:30 ～ 17:15
②窓口延長時間　　毎週木曜日は 19:00 まで

市民相談窓口のご案内
①市民相談サービス課　　　　☎ 0994-32-1295
②垂水市消費生活センター　　（　　同　上　　）
③消費者ホットライン　　　　☎ 0570-064-370
④くらしの降灰相談センター　☎ 0994-32-0581

今月の桜島降灰収集／土木課　☎内線 350

①新城・柊原・協和地区　1/7  （月）・1/21（月）
②牛根・水之上地区　　　1/8  （火）・1/22（火）
③垂水地区　　　　　　　1/9（水） ・1/23（水）

今月・来月の納税／税務課　☎内線 136

１月分の納期限　1 月 31 日（木）

今月の市場休業日／農林課　☎内線 241

1/1（火）・1/2（水）・1/3（木）・1/4（金）・1/6（日）・
1/9（水）・1/13（日）・1/14（月）・1/20（日）・1/23（水）・
1/27（日）

今月・来月漏水当番事業者／水道課　☎内線 129

 １月　三和設備工業　☎３２－４４５６
 ２月　池田建設　　　☎３２－０７２７

今月・来月休日在宅医／保健福祉課　☎内線 164

診療時間：午前９時～午後６時

税　目 １月 ２月
軽 自 動 車 税 － －
市 県 民 税 第４期 －
固 定 資 産 税 － －
国 保 税 第７期 第８期
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 第７期 第８期
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広告規格１枠（横 85mm ×縦 110mm）18,400 円～ / 平成 24 年度広告代理店　垂水中央印刷　☎ 0994-32-0315/ 主管課　総務課秘書広報係　☎内線 221・271 広告

公益社団法人 垂水市シルバー人材センター
TEL   0994-32-9781
〒891-2126　垂水市南松原町 42番地

垂水市に居住されている
60歳以上の健康で働く意欲に

あふれた会員を募集しています。
ぜひ、豊かな知識・経験・技能を

私たちのまち「垂水」に
活かしてもらえませんか。

今年もシルバー世代の力を地域の皆様方のお役に立てて
まいりますのでよろしくお願い致します。

新年あけまして
おめでとうございます
新年あけまして

おめでとうございます

あふれた会員を募集しています。
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市外在住の方を対象に、ご自宅に毎月お届けする定期購読を行っております。詳しくはお尋ねください。（年間購読料 1,500 円）
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TAKE  FREE

垂水しおかぜライナー颯爽と運行中！なんつぁならん！垂水旅情。

※このバスは、市商工観光課が雇用対策事業で実施しており、運行を㈱サニーワールドへ委託しているものです。

撮影協力：永田孝臣運転手

㈱サニーワールド　☎������������

�݄
Jan.

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

- - 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 - -

�݄
Feb.

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

- - - - - 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 - -

�݄
Mar.

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

- - - - - 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24/31 25 26 27 28 29 30
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